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（5） ［社　会］ 週刊NY生活　SHUKANNEWYORKSEIKATSU 2019年（令和元年）6月8日（土）

●株式会社納豆「納豆即売会」＝６/９（日）11:00 Samurice（263
Canal St.）１パック（90グラム）を５ドルで販売する。厳選された
高品質な北海道産の大豆を使用し100年以上続く伝統の水戸納豆の製
法で一つひとつ手作りで作り上げるため「何個販売できるか直前まで
未定で売り切れ御免」とのこと。今回は特別に事前予約を受け付ける。
問い合わせはyuta.oe@natto-jpn.co.jp（大江さん）まで。同社のウェ
ブサイトはnatto-jpn.co.jp。●NY-TKOダブル
ライフ実現セミナー第６期生募集説明会＝６
/8（土）、7/14（土）、8/4（土）13:00〜
15:00　Villagewell Japan マンハッタンオフ
ィス（228 East 45th St, 7Fl）参加費：$40

（1週間前までの申し込みで早期割引$20）ニューヨーク滞在者と日本
在住者の架け橋となり、日米を行き来するようなライフスタイルを目
指す人に向けた、その実践法を学ぶセミナー。講師はVillagewell
Japan代表取締役、NYビジネスコンサルタントの村井功さん。問い
合わせ・申し込みはＥメールinfo@villagewelljapan.comまで。詳細
はwww.villagewelljapan.comを参照。　●ニューヨーク育英学園

「ＮＪキャンパス体験・見学会」＝6/14（金）15:15〜16:00
Japanese Chirdren's Society（8 West Bayview Ave., Englewood
Clifs, NJ, 07632) 参加無料　対象は今年度の年少から年長（2013年
４月２日〜16年４月１日生）の幼児、定員10人。踊りやおめん製作、
見学ツアーや質疑応答がある。マンハッタンからシャトルバス運行。
バスの停車場所と時間は、14:15（E.39th St. & Lexington Ave.）、

14:35（フレンズアカデミー前、103rd St.
& West End Ave.)、14:45（ＧＷＢバスタ
ーミナル177th St.& Fort Wasington
Ave.)。問い合わせ・申し込みは電話201-
947-4832、 ま た は Ｅ メ ー ル

dayschool.nyikuei@gmail .comま で 。 詳 細 は ウ ェ ブ サ イ ト
www.JapaneseSchool. orgを参照。●「立教会・夏の会」＝8/11

（日）19:00〜21:30  かおる（306 E 46th St.)  参加費：＄90　総長
と校友会長の訪米に合わせての特別会。参加希望者はEメール
rikkyokai.ny@gmail.com（ニューヨーク立教会幹事）宛に７/15

（月）までに連絡を。

www.nyseikatsu.comで詳報

メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
交
通
局

（
Ｍ
Ｔ
Ａ
）
は
５
月
31
日
、
一

部
の
地
下
鉄
駅
と
バ
ス
で
Ｏ
Ｍ

Ｎ
Ｙ
（
オ
ム
ニ
ー
）
と
名
付
け

ら
れ
た
運
賃
の
非
接
触
型
決
済

を
試
験
的
に
開
始
し
た
。

運
用
開
始
と
な
っ
た
の
は
地

下
鉄
４
、
５
、
６
番
線
が
走
る

グ
ラ
ン
ド
セ
ン
ト
ラ
ル
42
丁
目

駅
か
ら
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
の
ア
ト

ラ
ン
テ
ィ
ッ
ク
街
バ
ー
ク
レ
ー

セ
ン
タ
ー
駅
の
間
の
16
駅
と
ス

タ
ッ
テ
ン
島
の
バ
ス
。

使
え
る
の
は
デ
ジ
タ
ル
財
布

を
設
定
し
た
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
、
ス
マ
ー
ト
ウ
ォ
ッ
チ
な
ど

ウ
ェ
ア
ラ
ブ
ル
機
器
と
、
近
距

離
無
線
通
信
（
Ｎ
Ｆ
Ｃ
）
を
備

え
た
非
接
触
型
の
大
手
ク
レ
ジ

ッ
ト
カ
ー
ド
、
デ
ビ
ッ
ト
カ
ー

ド
、
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
、
リ
ロ
ー
ド

可
能
な
プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド
な

ど
。
改
札
の
デ
バ
イ
ス
に
タ
ッ

プ
し
て
入
る
。
な
お
Ｊ
Ｃ
Ｂ
カ

ー
ド
は
ま
だ
使
え
な
い
。
ま
た

デ
ジ
タ
ル
財
布
に
リ
ン
ク
さ
れ

て
い
て
も
リ
ロ
ー
ド
で
き
な
い

プ
リ
ペ
ー
ド
カ
ー
ド
は
使
用
で

き
な
い
の
で
注
意
。
ギ
フ
ト
カ

ー
ド
も
現
時
点
で
は
不
可
。

ま
だ
試
験
段
階
で
ペ
イ
・
パ

ー
・
ラ
イ
ド
（
１
回
乗
車
券
）

の
み
だ
が
、
１
週
間
パ
ス
、
１

か
月
パ
ス
な
ど
も
順
次
使
え
る

よ
う
に
す
る
。
来
年
２
０
２
０

年
末
ま
で
に
す
べ
て
の
地
下
鉄

と
バ
ス
に
広
げ
、
２
０
２
１
年

に
は
近
郊
通
勤
鉄
道
に
も
導
入

す
る
予
定
。
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ

イ
トhttps://om

ny
.info

ま

で
。

地
下
鉄
Ｏ
Ｍ
Ｎ
Ｙ

市
内
駅
一
部
で
試
験
ス
タ
ー
ト

海
上
保
安
庁
の
練
習
船
こ
じ

ま
（
戸
ノ
崎
博
宣
船
長
、
２
９

５
０
ト
ン
）
が
世
界
一
周
航
海

で
５
か
国
を
訪
問
中
で
、
第
２

の
寄
港
地
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
来

航
し
、
３
日
夕
、
１
９
０
人
余

り
の
招
待
客
を
歓
待
し
た
。

（
１
面
に
記
事
）

ジ
ョ
セ
フ
・
タ
マ
米
沿
岸
警

備
隊
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
地
区
本
部

長
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
総
領
事
の

山
野
内
勘
二
大
使
、
国
連
日
本

政
府
代
表
部
次
席
の
星
野
俊
也

大
使
夫
妻
が
乗
船
、
日
本
政
府

観
光
局
Ｊ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
の
伊
勢
尚
史

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
事
務
所
長
、
伊

藤
リ
キ
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
系

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
会
長
と
幹

部
、
歴
史
問
題
を
考
え
る
会
の

高
崎
康
裕
代
表
と
大
島
㐮
氏
ら

役
員
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
系
ビ

ジ
ネ
ス
ウ
ー
マ
ン
の
会
・
石
田

圭
子
会
長
ら
日
系
社
会
各
方
面

か
ら
の
招
待
客
が
乗
船
し
て
こ

じ
ま
の
寄
港
を
歓
迎
し
た
。

戸
ノ
崎
船
長
が
挨
拶
で
日
本

の
海
上
保
安
庁
と
米
国
の
沿
岸

警
備
隊
と
の
連
携
が
東
ア
ジ
ア

地
区
の
安
定
と
平
和
に
貢
献
し

て
い
る
と
述
べ
、
山
野
内
大
使
、

タ
マ
本
部
長
も
そ
れ
ぞ
れ
挨
拶

で
日
米
同
盟
の
重
要
さ
を
船
上

で
確
認
し
た
。
６
人
の
米
沿
岸

警
備
隊
幹
部
候
補
生
が
前
寄
港

地
の
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
か
ら

19
日
間
同
乗
し
て
訓
練
を
共
に

し
た
。
こ
じ
ま
は
６
日
、
次
の

目
的
地
ギ
リ
シ
ャ
に
向
け
出
港

し
た
。

日
米
同
盟
を
確
認

両
国
の
海
上
保
安
官

ナ
チ
ュ
ラ
ル
ヒ
ー
リ
ン
グ
ア

ー
テ
ィ
ス
ト
社
主
催
の
セ
ミ
ナ

ー
「
腸
＝
脳
！

本
当
に
効
く

サ
プ
リ
メ
ン
ト
の
正
し
い
選
び

方
と
服
用
の
仕
方
」
が
24
日

（
月
）
午
後
６
時
15
分
か
ら
８

時
ま
で
開
催
さ
れ
る
。

サ
プ
リ
メ
ン
ト
・
オ
ン
ラ
イ

ン
ス
ト
ア
（G

utforlife.us

）

オ
ー
ナ
ー
、
Ｇ
Ａ
Ｐ
Ｓ
食
事
療

法
士
の
カ
ス
ト
ロ
岡
牧
子
さ
ん

が
こ
れ
ま
で
に
指
導
し
て
き
た

自
然
療
法
の
経
験
を
も
と
に
、

症
状
改
善
に
そ
の
効
果
を
発
揮

し
た
質
の
高
い
サ
プ
リ
メ
ン
ト

を
紹
介
。
症
状
に
合
わ
せ
た
選

び
方
と
服
用
の
仕
方
を
説
明
す

る
。
対
象
は
、
そ
の
原
因
が
腸

と
脳
の
繋
が
り
に
あ
る
す
べ
て

の
症
状
と
、
発
達
障
害
。
参
加

者
の
症
状
の
相
談
に
も
応
じ

る
。
相
談
希
望
人
は
申
し
込
み

時
に
申
し
出
る
。
会
場
は
ナ
チ

ュ
ラ
ル
ヒ
ー
リ
ン
グ
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
社
（
ユ
ニ
オ
ン
ス
ク
エ

ア
・
イ
ー
ス
ト
32
番
地
９
１
２

号
）
。
当
日
サ
プ
リ
メ
ン
ト
を

購
入
す
る
場
合
は
全
商
品
３
％

引
き
（
現
金
の
み
）
。

参
加
費
は
20
ド
ル
。
希
望
者

は
名
前
、
電
話
番
号
、
Ｅ
メ
ー

ル
ア
ド
レ
ス
、
参
加
人
数
を
明

記
し
21
日
（
金
）
ま
で
に
Ｅ
メ

ー

ル

in
foatN

H
A

@
g

m
ail.com

ま
で
申
し
込
む
。

サ
プ
リ
の
選
び
方

24
日
に
Ｎ
Ｙ
で
セ
ミ
ナ
ー

カ
ス
ト
ロ
岡
牧
子
さ
ん

井
上
ひ
さ
し
原
作
の
「
父
と

暮
せ
ば
」
を
題
材
に
し
た
演
劇

を
米
国
で
上
演
す
る
た
め
、
ク

ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
が
立

ち
上
げ
ら
れ
、
９
月
か
ら
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
や
そ
の
他
の
地
域
で

幅
広
く
上
演
す
る
た
め
の
資
金

を
募
っ
て
い
る
。

「
父
と
暮
せ
ば
」
は
原
爆
投

下
３
年
後
の
広
島
が
舞
台
の
、

父
と
娘
の
絆
の
物
語
。
ど
ん
な

困
難
な
状
況
で
も
前
を
見
て
生

き
る
こ
と
の
大
切
さ
が
描
か
れ

て
い
る
。
こ
の
作
品
を
米
国
人

俳
優
と
ス
タ
ッ
フ
に
よ
り
再
構

成
し
た
演
劇
を
創
作
し
、
日
米

で
の
上
演
を
予
定
し
て
い
る
。

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
始
動

し
た
の
は
、
演
劇
ユ
ニ
ッ
ト

「
ア
ン
フ
ル
ッ
ト
フ
ル
（
東
京

都
練
馬
区
）
」
代
表
で
女
優
の

平
野
綾
子
さ
ん
。
同
作
品
を
米

国
の
俳
優
と
上
演
す
る
こ
と
に

よ
り
、
社
会
的
で
デ
リ
ケ
ー
ト

な
事
象
を
避
け
る
の
で
は
な

く
、
ア
ー
ト
の
力
に
よ
っ
て
隔

た
り
を
乗
り
越
え
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
作

品
に
描
か
れ
て
い
る
親
子
の
絆

や
人
を
愛
す
る
と
い
う
人
間
の

普
遍
的
な
テ
ー
マ
を
、
国
境
を

越
え
て
違
う
文
化
を
尊
重
し
合

い
な
が
ら
一
緒
に
舞
台
を
創
作

し
ボ
ー
ダ
レ
ス
な
作
品
と
し
て

取
り
組
ん
で
い
る
。

同
演
劇
は
木
版
画
家
・
舞
台

美
術
家
の
脇
谷
紘
さ
ん
が
ア
ー

ト
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
舞
台

美
術
を
和
紙
で
作
成
し
、
演
出

に
は
能
の
要
素
を
取
り
入
れ
て

い
る
。

米
国
で
の
上
演
は
９
月
以

降
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
皮
切
り

に
米
国
各
地
で
上
演
を
予
定
し

て
お
り
、
そ
の
後
、
広
島
で
の

公
演
を
目
標
と
し
て
い
る
。

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ

の

詳

細

は

ウ

ェ

ブ

サ

イ

ト

https://gogetfunding.co
m

/the-face-of-jizo-play
/

を
参
照
。

父と暮らせば
9月以降の米国上演

クラウドファンディングで呼びかけ

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
教
育
委
員

会
は
５
月
29
日
、
学
校
が
夏
休

み
の
間
、
子
供
た
ち
に
無
料
で

食
事
を
提
供
す
る
「
サ
マ
ー
・

ミ
ー
ル
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
今

年
も
実
施
す
る
と
発
表
し
た
。

市
内
に
は
貧
し
い
家
庭
の
児
童

生
徒
が
多
数
お
り
、
学
校
で
無

料
ラ
ン
チ
を
食
べ
て
い
る
が
、

夏
休
み
中
で
も
無
料
で
食
事
を

取
れ
る
よ
う
に
と
行
わ
れ
る
も

の
。修

業
日
の
６
月
27
日
以
後
の

平
日
、
市
内
の
約
１
２
０
０
か

所
で
平
日
18
歳
以
下
の
児
童
生

徒
は
無
料
で
朝
食
と
昼
食
を
食

べ
る
こ
と
が
で
き
る
。

リ
チ
ャ
ー
ド
・
カ
ラ
ン
ザ
市

教
育
委
員
会
委
員
長
は
、
「
こ

れ
は
完
全
に
無
料
で
す
。
登
録

も
本
人
確
認
も
必
要
あ
り
ま
せ

ん
。
夏
の
間
、
ベ
ー
グ
ル
、
新

鮮
な
果
物
、
タ
コ
ス
、
サ
ラ
ダ

な
ど
を
提
供
し
ま
す
」
と
話
し

て
い
る
。

夏
休
み
中
も

児
童
に
食
事

「
日
本
の
再
軍
備：

軍
事
力
の

政
治
」
と
題
し
た
講
演
・
討
論

会
が
13
日
（
木
）
午
後
６
時
30

分
か
ら
、
ジ
ャ
パ
ン
・
ソ
サ
エ

テ
ィ
ー
（
Ｊ
Ｓ
＝
東
47
丁
目
３

３
３
番
地
）
で
開
催
さ
れ
る
。

（

共

催：
Y

ou
n

g
C

h
in

a
W

atchers

）

米
外
交
問
題
評
議
会
（
Ｃ
Ｆ

Ｒ
）
日
本
担
当
シ
ニ
ア
・
フ
ェ

ロ
ー
の
シ
ー
ラ
・
ス
ミ
ス
氏
を

迎
え
、
ス
ミ
ス
氏
の
新
著
書

『Japan
R

earm
ed: T

h
e

Politics
of

M
ilitary

Pow
er

』

を
も
と
に
太
平
洋
地
域
に
お
け

る
日
本
の
再
軍
備
の
意
味
と
そ

の
影
響
に
つ
い
て
話
を
聞
く
。

司
会
は
ア
ン
キ
ッ
ト
・
パ
ン
ダ

氏
（
ザ
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
ッ
ト
・

シ
ニ
ア
エ
デ
ィ
タ
ー
）
。
講
演

後
は
質
疑
応
答
、
レ
セ
プ
シ
ョ

ン
が
行
わ
れ
る
。

参
加
費
は

一
般
20
ド
ル
、
法

人
会
員
は
無
料
。
問
い
合
わ

せ
・
申
し
込
み
は
電
話
２
１

２
・
７
１
５
・
１
２
０
８
、
ま

た

は

Ｅ

メ

ー

ル

register@
japansociety.org

ま

で

。

詳

細

は

ウ

ェ

ブ

w
w

w
.japansociety.org/bu

siness-policy

を
参
照
。

日
本
の
再
軍
備

Ｊ
Ｓ
で
講
演
会

タ
マ
米
沿
岸
警
備
隊
Ｎ
Ｙ
地

区
本
部
長
と
談
笑
す
る
山
野

内
大
使
（
左
）

戸ノ崎船長

来
賓
と
歓
談
す
る
練
習
生
た
ち

http://www.sakuraradio.com
https://ibec-usa.com/
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米
中
通
商
摩
擦

日本企業がとるべき対策
ジェトロがセミナー

東京と大阪で開催盛況

日
本
貿
易
振
興
機
構
（
ジ
ェ

ト
ロ
）
は
５
月
16
日
（
大
阪
）

と
22
日
（
東
京
）
、
米
国
の
中

国
原
産
品
に
対
す
る
追
加
関
税

措
置
や
華
為
技
術
（
フ
ァ
ー
ウ

ェ
イ
）
へ
の
輸
出
規
制
な
ど
、

米
中
通
商
摩
擦
が
激
化
し
、
ビ

ジ
ネ
ス
環
境
の
先
行
き
が
不
透

明
と
な
る
な
か
、
世
界
各
地
で

事
業
展
開
を
し
て
い
る
企
業
に

対
し
て
国
際
通
商
分
野
の
ア
ド

バ
イ
ス
を
行
う
米
国
弁
護
士
の

村
瀬
悟
氏
と
伊
藤
嘉
秀
氏
を
講

師
に
招
い
た
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

し
、
計
２
８
５
人
が
参
加
し
た
。

「
ジ
ェ
ト
ロ
ビ
ジ
ネ
ス
短
信
」

最
新
号
に
よ
る
と
、
セ
ミ
ナ
ー

で
は
、
米
国
の
政
治
や
対
外
政

策
の
多
く
が
２
０
２
０
年
の
大

統
領
選
挙
を
考
慮
し
て
展
開
さ

れ
て
お
り
通
商
問
題
も
例
外
で

は
な
く
、
今
後
も
政
治
情
勢
の

影
響
を
強
く
受
け
る
と
し
た
。

米
国
は
中
国
を
「
戦
略
的
競

争
相
手
」
と
位
置
付
け
て
い
る

が
、
両
講
師
は
米
中
間
の
対
立

の
早
期
解
決
が
見
い
だ
せ
な
い

な
か
、
日
本
企
業
が
取
る
べ
き

対
応
策
と
し
て
、
投
資
規
制
や

輸
出
管
理
強
化
な
ど
関
連
法
令

を
踏
ま
え
た
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ト

ナ
ー
の
検
討
や
コ
ン
プ
ラ
イ
ア

ン
ス
体
制
の
強
化
な
ど
を
挙

げ
、
急
激
な
変
化
に
備
え
る
と

と
も
に
、
中
長
期
的
視
野
に
立

っ
た
戦
略
的
事
業
計
画
策
定
の

必
要
性
を
話
し
た
。
進
出
先
で

の
こ
れ
ま
で
の
投
資
や
雇
用
創

出
の
実
績
と
い
っ
た
地
元
社
会

へ
の
貢
献
の
実
態
を
日
頃
か
ら

Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
も
重
要
だ
と
い

う
。

駐
在
員
の
個
人
税

申
告
の
基
礎
を
21
日
に
解
説

齋
藤
会
計
事
務
所
が
主
催
す

る
セ
ミ
ナ
ー
の
第
２
回
「
駐
在

員
の
個
人
税
申
告
書
に
つ
い

て
、
今
さ
ら
聞
け
な
い
基
礎
を

教
え
ま
す
！
」
が
21
日
（
金
）

午
後
４
時
か
ら
５
時
ま
で
、
同

事
務
所
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
オ
フ
ィ

ス
（
西
39
丁
目
15
番
地
８
０
２

号
）
で
開
催
さ
れ
る
。

駐
在
員
の
給
与
計
算
か
ら
申

告
書
作
成
ま
で
の
流
れ
と
、
特

殊
な
ビ
ザ
の
税
金
や
個
人
所
属

の
税
金
の
配
分
方
法
を
解
説
す

る
。
講
師
は
同
事
務
所
マ
ネ
ー

ジ
ン
グ
パ
ー
ト
ナ
ー
、
公
認
会

計
士
の
齋
藤
幸
喜
氏
。

問
い
合
わ
せ
・
参
加
申
し
込

み
は
、
参
加
希
望
人
数
（
１
企

業
か
ら
２
人
ま
で
）
、
会
社
名
、

氏
名
、
部
署
と
役
職
、
住
所
、

電
話
番
号
を
明
記
し
Ｅ
メ
ー
ル

rnishioka@
saikos.com

駐在員に米国文化理解を
日
本
企
業
の
駐
在
員
の
英
語

力
強
化
で
実
績
を
持
つ
ア
イ
ベ

ッ
ク
・
ラ
ン
ゲ
ー
ジ
・
イ
ン
ス

テ
ィ
チ
ュ
ー
ト
（
レ
キ
シ
ン
ト

ン
街
３
６
９
番
地
19
階
、
遠
藤

和
雄
社
長
）
で
は
、
看
板
で
あ

る
語
学
力
強
化
に
加
え
て
「
異

文
化
理
解
・
適
応
力
強
化
」
の

プ
レ
ミ
ア
ム
・
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト

レ
ッ
ス
ン
を
実
施
し
て
い
る
。

中
級
レ
ベ
ル
以
上
の
語
学
力
が

あ
る
人
へ
の
奨
励
カ
リ
キ
ュ
ユ

ラ
ム
で
、
「
ビ
ジ
ネ
ス
カ
ル
チ

ャ
ー
」
（
４
時
間
30
分
）
、
「
ビ

ジ
ネ
ス
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
」
（
６
時
間
）
、
「
ビ
ジ
ネ
ス

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
」
（
６

時
間
）
、
「
ビ
ジ
ネ
ス
メ
ー
ル
の

書
き
方
」
（
３
時
間
）
、
米
国
社

会
・
政
治
・
経
済
・
文
化
ト
ピ

ッ
ク
（
７
時
間
30
分
）
の
５
科

目
が
あ
り
、
１
人
か
ら
１
科
目

で
も
受
講
が
可
能
だ
。

「
人
の
話
を
熱
心
に
聞
い
て

い
る
つ
も
り
で
腕
組
み
を
し
て

ウ
ン
ウ
ン
と
頷
い
て
相
手
の
相

談
に
乗
っ
て
い
る
こ
と
っ
て
あ

り
ま
せ
ん
か
？

そ
れ
っ
て
ア

メ
リ
カ
人
が
見
た
ら
、
腕
組
は

『
拒
絶
の
ポ
ー
ズ
』
な
ん
で
す

よ
。
ま
た
、
相
手
が
一
生
懸
命

に
話
し
て
い
る
時
に
顎
に
手
を

当
て
て
聞
い
て
い
る
と
「
思
案

中
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送

っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
」
と
遠

藤
社
長
は
説
明
す
る
。
日
本
か

ら
来
た
ば
か
り
ど
こ
ろ
か
、
何

年
住
ん
で
い
て
も
知
ら
な
か
っ

た
と
い
う
よ
う
な
ビ
ジ
ネ
ス
マ

ナ
ー
や
異
文
化
情
報
が
満
載

だ
。例

え
ば
、
米
国
で
の
会
議
で

の
注
意
点
、
よ
く
使
わ
れ
る
ビ

ジ
ネ
ス
口
語
表
現
と
イ
デ
ィ
オ

ム
、
そ
し
て
「
口
に
出
し
て
言

っ
た
こ
と
が
す
べ
て
」
の
ア
メ

リ
カ
で
使
っ
て
は
い
け
な
い
不

適
切
な
表
現
や
避
け
る
べ
き
ト

ピ
ッ
ク
、
仕
事
を
す
る
上
で
の

時
間
に
対
す
る
マ
ナ
ー
な
ど

も
、
大
学
や
会
社
で
は
な
か
な

か
教
え
て
も
ら
え
な
い
実
践
的

な
も
の
に
な
っ
て
い
る
。

ま
た
米
国
社
会
・
文
化
ト
ピ

ッ
ク
で
は
、
各
位
地
域
の
特
徴
、

統
治
の
仕
方
、
キ
リ
ス
ト
教
と

米
国
の
資
本
主
義
の
結
び
つ

き
、
メ
デ
ィ
ア
分
析
な
ど
、
日

本
で
は
学
ぶ
こ
と
の
で
き
な
い

内
容
ば
か
り
。
「
現
地
に
来
て
、

必
要
性
を
実
感
し
て
真
剣
に
短

期
間
で
学
ぶ
こ
と
が
大
切
」
と

遠
藤
社
長
は
話
す
。
滞
在
期
間

の
長
い
人
か
ら
は
、
講
座
を
受

け
た
こ
と
で
日
本
か
ら
着
任
し

た
社
員
の
質
問
に
も
適
切
に
答

え
ら
れ
た
と
喜
ば
れ
て
い
る
と

い
う
。
異
文
化
理
解
・
適
応
力

強
化
コ
ー
ス
は
５
科
目
27
時
間

で
学
費
は
２
３
０
０
ド
ル
。
単

科
目
で
も
受
講
可
能
だ
。
問
い

合
わ
せ
は
電
話
２
１
２
・
８
６

７
・
２
０
０
０
、
Ｅ
メ
ー
ル
は

contact@
ibec-usa.com

適
応
力
強
化
コ
ー
ス

ア
イ
ベ
ッ
ク
・
ラ
ン
ゲ
ー
ジ
・
イ
ン
ス
テ
ィ
チ
ュ
ー
ト

実
践
的
個
人
講
座
を
実
施

齋藤会計事務所

教材を説明する遠藤社長

村瀬弁護士（左）と伊藤弁護士（写真・ジェトロ）

個
人
資
産
管
理
サ
イ
ト
の
ウ

ォ
レ
ッ
ト
ハ
ブ
は
こ
の
ほ
ど
、

２
０
１
９
年
度
の
米
国
航
空
会

社
ラ
ン
キ
ン
グ
を
発
表
し
、
ア

ラ
ス
カ
空
港
が
４
年
連
続
で
１

位
の
座
を
維
持
し
た
。

同
サ
イ
ト
は
米
運
輸
省
（
Ｄ

Ｏ
Ｔ
）
の
18
年
度
の
デ
ー
タ
を

も
と
に
、
国
内
の
大
手
航
空
会

社
12
社
の
欠
航
数
や
遅
延
率
、

機
内
環
境
、
動
物
の
運
送
事
故
、

安
全
性
を
分
析
し
１
０
０
点
満

点
で
評
価
し
た
。
ア
ラ
ス
カ
航

空
は
63
・
52
点
、
２
位
は
欠
航
、

遅
延
数
の
低
さ
と
荷
物
の
取
り

扱
い
の
良
さ
で
最
も
信
頼
性
の

高
い
航
空
会
社
と
し
て
デ
ル
タ

航
空
が
選
ば
れ
た
。
ジ
ェ
ッ
ト

ブ
ル
ー
航
空
は
８
位
と
総
合
点

は
高
く
な
い
が
、
無
料
ワ
イ
フ

ァ
イ
や
無
料
ス
ナ
ッ
ク
の
提

供
、
足
元
の
空
間
も
広
い
で

「
最
も
渡
航
が
快
適
な
航
空
会

社
」
と
評
価
さ
れ
た
。

ペ
ッ
ト
な
ど
の
動
物
の
搭
乗

に
関
し
て
は
、
大
手
会
社
の
評

価
は
高
く
な
い
。
昨
年
は
米
国

内
線
の
機
内
で
誤
っ
た
取
り
扱

い
な
ど
で
10
匹
以
上
の
動
物
が

犠
牲
に
な
っ
た
り
、
別
便
で
誤

送
さ
れ
る
事
件
も
起
き
て
い

る
。
失
踪
や
負
傷
、
致
死
の
報

告
が
な
く
、
最
も
動
物
の
取
り

扱
い
が
高
く
評
価
さ
れ
た
の
は

エ
ク
ス
プ
レ
ス
ジ
ェ
ッ
ト
と
エ

ン
ヴ
ォ
イ
・
エ
ア
社
だ
っ
た
。

米国のベスト航空会社

４年連続でアラスカ航空
信頼性ではデルタ航空

http://hinomaru-limo.com
http://villagewellusa.com
https://www.hondag.com
http://www.nikkeius.com
http://goldsteinvisa.com
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生
命
保
険
金
・
死
亡
給
付
金

は
、
死
亡
者
が
非
居
住
外
国
人

で
あ
る
場
合
と
米
国
籍
・
居
住

外
国
人
で
あ
る
場
合
と
で
米
国

で
の
税
金
上
の
取
り
扱
い
が
異

な
り
ま
す
。

▽
非
居
住
外
国
人

非
居
住
外
国
人
の
死
亡
に
よ

り
、
保
険
会
社
か
ら
支
払
わ
れ

る
生
命
保
険
金
・
死
亡
給
付
金

は
、
連
邦
所
得
税
や
遺
産
税
、

贈
与
税
の
課
税
対
象
に
な
る
こ

と
な
く
、
そ
の
全
額
を
受
け
取

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▽
米
国
籍
・
居
住
外
国
人

米
国
籍
者
あ
る
い
は
居
住
外

国
人
の
死
亡
に
伴
っ
て
支
払
わ

れ
る
生
命
保
険
金
・
死
亡
給
付

金
は
、
連
邦
所
得
税
の
課
税
対

象
に
は
な
り
ま
せ
ん
が
、
保
険

契
約
に
よ
っ
て
は
連
邦
遺
産
税

（F
ederal

E
state

T
ax

）
の

対
象
に
な
る
場
合
と
な
ら
な
い

場
合
と
が
あ
り
ま
す
。
生
命
保

険
金
・
死
亡
給
付
金
が
遺
産
税

の
課
税
対
象
と
な
る
か
な
ら
な

い
か
は
、
死
亡
し
た
保
険
加
入

者

(

被
保
険
者
、
例
え
ば
夫
）

が
保
険
契
約
証
書
上
、
保
険
の

所
有
者
と
し
て
の
権
利
を
有
し

て
い
た
か
ど
う
か
に
よ
り
ま

す
。
保
険
の
所
有
者
と
し
て
の

権
利
と
は
、
保
険
契
約
の
解
約
、

保
険
金
の
受
取
人
の
変
更
、
保

険
証
書
の
譲
渡
、
保
険
に
基
づ

く
借
入
れ
の
権
利
な
ど
に
関
す

る
決
定
権
を
持
っ
て
い
る
こ
と

を
指
し
ま
す
。
税
金
を
回
避
す

る
に
は
被
保
険
者
に
一
切
の
権

利
が
な
い
生
命
保
険
の
契
約
を

締
結
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

既
に
契
約
し
て
い
る
生
命
保
険

証
書
が
あ
る
場
合
は
、
所
有
者

と
し
て
の
権
利
や
決
定
権
を
す

べ
て
相
続
人
（
妻
）
へ
譲
渡
す

る
こ
と
に
よ
り
、
生
命
保
険

金
・
死
亡
給
付
金
の
支
払
い
に

つ
い
て
連
邦
遺
産
税
が
か
か
ら

な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
た
だ
し
、
死
亡
時
か
ら

３
年
以
上
前
に
権
利
の
譲
渡
が

完
了
し
て
い
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

（
大
島
襄
／
米
国
公
認
会
計
士
）

生
命
保
険
金
・
死
亡
給
付
金

米
国
で
の
課
税

720

ト
ヨ
タ
・
モ
ー
タ
ー
ス
・
ノ

ー
ス
ア
メ
リ
カ
で
次
世
代
モ
ビ

リ
テ
ィ
を
研
究
す
る
永
嶋
慧
さ

ん
が
５
月
23
日
、
「
自
動
運
転

車
と
次
世
代
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
最

新
動
向
」
と
題
し
、
第
52
回
Ｎ

Ｙ
Ｍ
Ｂ
Ａ
の
会
月
例
会
で
講
演

し
た
。
31
人
が
聴
講
し
た
。
＝

写
真
・
植
山
慎
太
郎
＝
講
演
要

旨
は
次
の
通
り
。

車
の
事
故
の
発
生
原
因
の

94
％
が
人
間
の
エ
ラ
ー
に
よ
っ

て
起
き
て
い
る
と
し
、
自
動
運

転
の
方
が
確
実
に
安
全
で
全
体

的
な
事
故
の
数
を
減
ら
す
こ
と

が
で
き
る
、
と
信
じ
て
技
術
者

が
開
発
を
進
め
て
い
る
。

今
や
通
信
技
術
の
発
展
な
し

に
は
自
動
運
転
車
は
実
現
し
得

な
い
。
自
動
運
転
車
が
正
確
に

走
る
に
は
、
４
０
０
０
ギ
ガ
く

ら
い
の
情
報
が
高
速
で
タ
イ
ム

ラ
グ
な
く
通
信
で
き
る
必
要
が

あ
る
。
車
が
走
る
デ
ー
タ
端
末

と
な
り
得
る
こ
と
を
利
用
し
て

Ｖ
２
Ｘ
と
い
う
概
念
が
注
目
さ

れ
て
い
る
。

車
の
廃
棄
ガ
ス
が
温
暖
化
の

原
因
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
て
き

た
こ
と
も
あ
り
、
環
境
面
か
ら

電
気
自
動
車
へ
の
シ
フ
ト
が
進

ん
で
き
て
い
る
。
こ
れ
に
伴
っ

て
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
石
油
に
依
存

す
る
時
代
が
終
わ
り
を
迎
え
、

こ
れ
ま
で
石
油
を
売
っ
て
い
た

Shell

等
の
会
社
も
電
気
自
動

車
に
重
点
投
資
を
す
る
な
ど
、

世
界
全
体
で
主
力
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
転
換
が
起
き
て
い
る
。

近
年
は
、
モ
ノ
は
常
備
す
る

の
で
は
な
く
必
要
な
時
だ
け
ア

ク
セ
ス
す
る
と
い
う
ス
タ
イ
ル

に
変
わ
っ
て
き
て
い
る
。
車
も

そ
の
う
ち
の
一
つ
で
、
１
日
の

う
ち
平
均
22
時
間
以
上
は
止
ま

っ
て
い
る
と
い
う
デ
ー
タ
も
あ

り
ま
す
。
最
近
は
車
以
外
の
マ

イ
ク
ロ
モ
ビ
リ
テ
ィ
が
増
え
て

お
り
、
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ

ン
ス
を
増
や
す
こ
と
が
で
き
る

と
言
わ
れ
て
い
る
。

Ｎ
Ｙ

Ｍ
Ｂ
Ａ
の
会
で
永
嶋
さ
ん

「
自
動
運
転
の
未
来
」
語
る

パ
ソ
ナ
は
20
日
（
木
）
午
後

２
時
、
日
本
ク
ラ
ブ
（
西
57
丁

目
１
４
５
番
地
）
で
、
「
２
０

１
９
年
採
用
市
場
動
向
セ
ミ
ナ

ー
」
（
無
料
）
を
開
催
す
る
。

米
国
の
４
月
の
失
業
率
は

３
・
６
％
と
１
９
６
９
年
以
来

の
低
水
準
を
更
新
。
事
実
上
の

「
完
全
雇
用
状
態
」
が
続
く
な

か
、
企
業
の
採
用
ニ
ー
ズ
は
衰

え
て
お
ら
ず
、
優
秀
な
人
材
の

確
保
や
定
着
は
困
難
な
状
況
が

続
い
て
い
る
。

ま
た
米
国
の
移
民
受
け
入
れ

規
制
は
強
化
さ
れ
、
就
労
ビ
ザ

に
対
す
る
締
め
つ
け
は
一
段
と

厳
し
く
、
日
系
企
業
に
と
っ
て

は
不
足
す
る
ス
タ
ッ
フ
を
駐
在

員
で
補
填
す
る
こ
と
も
、
以
前

に
比
べ
難
し
く
な
っ
て
き
て
い

る
。
今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
で
は
在

米
日
系
企
業
様
を
対
象
に
し
た

同
社
調
査
か
ら
見
え
て
き
た
傾

向
と
対
策
を
解
説
す
る
。

第
１
部
は
、
在
米
日
系
企
業

の
採
用
と
報
酬
に
関
す
る
動

向
、
講
師
は
奥
谷
健
介
氏
。
第

２
部
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
と

し
て
ア
メ
リ
カ
で
勝
ち
抜
く
た

め
の
正
し
い
給
与
デ
ー
タ
活
用

方
法
、
講
師
は
小
楠
仁
啓
氏
。

定
員
40
人
、
申
込
み
は
電
話
５

１
６
・
８
５
３
・
４
２
４
９
、

in
fon

ew
s@

pason
a.com

（
坂
本
さ
ん
）
ま
で
。

パ
ソ
ナ
が
採
用
セ
ミ
ナ
ー

20
日
、
日
本
ク
ラ
ブ
で

海
外
在
住
者
向
け
携
帯
電
話

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
ハ
ナ
セ

ル
が
、
６
月
30
日
（
日
）
ま
で
、

夏
の
日
本
一
時
帰
国
シ
ー
ズ
ン

に
向
け
て
、
日
本
一
時
帰
国
向

け
Ｓ
Ｉ
Ｍ
カ
ー
ド
「
ジ
ャ
パ
ン

Ｓ
Ｉ
Ｍ
カ
ー
ド
」
の
期
間
限
定

の
割
引
セ
ー
ル
を
実
施
中
。
通

常
価
格
39
ド
ル
を
、
25
%
オ
フ

一
時
帰
国
向
け

Ｓ
Ｉ
Ｍ
カ
ー
ド
割
引

ハ
ナ
セ
ル
30
日
ま
で

の
29
ド
ル
で
販
売
し
て
い
る
。

ジ
ャ
パ
ン
Ｓ
Ｉ
Ｍ
カ
ー
ド
と

は
他
に
は
な
い
「
日
本
一
時
帰

国
」
に
特
化
し
た
Ｓ
Ｉ
Ｍ
カ
ー

ド
で
、
海
外
在
住
者
が
一
時
帰

国
中
に
日
本
の
携
帯
電
話
サ
ー

ビ
ス
（
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
回
線
）

を
使
う
こ
と
が
で
き
る
。
利
用

し
な
い
月
は
料
金
が
発
生
せ
ず
、

維
持
費
は
年
間
８
ド
ル
の
み
。

ま
た
、
デ
ー
タ
が
発
生
し
た
月

だ
け
に
デ
ー
タ
定
額
が
自
動
適

応
さ
れ
る
。
全
世
界
へ
の
送
料

を
無
料
に
し
た
ほ
か
、
日
本
の

空
港
で
の
受
取
り
も
手
数
料
無

料
、
一
時
帰
国
中
の
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
で
使
え
る
割
引
ク
ー
ポ
ン

付
き
サ
ー
ビ
ス
も
あ
る
。

問
い
合
わ
せ
は
電
話
８
８

８
・
６
３
４
・
８
２
２
６
、
ま

た
は
Ｅ
メ
ー
ルnam

i@
hana-

cell.com

ま
で
。
申
し
込
み
・

詳
細
は
ウ
ェ
ブw

w
w

.hana-
cell.com

/japan/

を
参
照
。

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
業
界
と
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を

つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的
に
し
た

「
リ
ー
ド
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・

サ
ミ
ッ
ト
」
が
７
月
９
日
（
火
）

か
ら
10
日
（
水
）
の
２
日
間
、

ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
・
エ
キ
ス
ポ
セ

ン
タ
ー
（72 N

oble
St.

）
で

開
催
さ
れ
る
。
キ
ー
ノ
ー
ト
、

パ
ネ
ル
、
エ
キ
ス
ポ
、
ネ
ッ
ト

ワ
ー
キ
ン
グ
で
構
成
さ
れ
、
ス

ピ
ー
カ
ー
陣
は
、
Ｅ
コ
マ
ー
ス

分
野
か
ら
ア
マ
ゾ
ン
、
小
売
分

野
か
ら
メ
イ
シ
ー
ズ
や
ウ
ォ
ル

マ
ー
ト
、
ブ
ラ
ン
ド
分
野
か
ら

ナ
イ
キ
、
Ｇ
Ａ
Ｐ
、
Ｄ
Ｖ
Ｆ
、

Ｄ
２
Ｃ
ブ
ラ
ン
ド
か
ら
は
キ
ャ

ス
パ
ー
や
ア
ウ
ェ
イ
な
ど
、
70

人
以
上
の
ス
ピ
ー
カ
ー
が
登
壇

す
る
。
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

h
ttps://th

e-lead
.co/th

e-
lead-in

n
ovation

-su
m

m
it/

を
参
照
。

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
改
革

サ
ミ
ッ
ト
を
開
催

今アメリカで大きな話題になっているのがHeartbeat Law
です。胎児の心鼓動 (Fetal Heartbeat) が聞こえるようにな
れば（妊娠から6週間前後）、もはや人工中絶を認めないとす
る、中絶を事実上禁止する法律です。規制には多少の差異は

ありますが、これまで南部を中心にミズーリ州、アラバマ州な
ど少なくとも７州の議会が決議しました。

アメリカでは、1973年のRoe v. Wadeという最高裁判決の下、原則として女性の中絶
の権利を認めてきました。しかし、キリスト教保守層を中心とする中絶反対派（Pro-
life)は、この判例に異を唱え、賛成派（Pro-choice)と長年激しい争いを演じてきました。
その中で、トランプ氏が、最高裁に二人の保守派の裁判官を任命したことが、中絶反対
派を勢い付け、保守的な州において次々とHeartbeat Lawを成立させることになったの
です。保守派の最終目的は、保守に傾いた最高裁でRoe v. Wadeを覆し、全米において
中絶を禁止することです。これに対し、民主党を中心とする進歩派は、次の大統領選挙
で勝ち、そして連邦議会で中絶を合法化する道筋を目指しています。国論が二分される
中、Heartbeat Lawが、これから長く続くと予想される熱い論議のキーワードの一つに
なってきました。　                                     （旦 英夫／ニューヨーク州弁護士）

Heartbeat Law 事実上の人工中絶禁止法

【158】

米語
Watch

米
語
ウ
ォ
ッ
チ
が
単
行
本
に
＝
旦
英
夫
氏
著
『
米
語
で
ウ
ォ
ッ

チ：

日
本
か
ら
は
見
え
な
い
ア
メ
リ
カ
の
真
実
』
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所

刊
は
、
ア
マ
ゾ
ン
及
び
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
紀
伊
國
屋
で
好
評
販
売
中
。

http://www.terailaw.com
https://michaeldunnlaw.com
https://www.elliman.com
https://visaserve.com/lawyer/blog_category/Japanese-Updates
http://www.dipaolafinancial.com/
https://hls-global.com
http://www.rostamilaw.com
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LIVING in USA
米国の住まいを豊かにするページ：住居から考察するNYライフスタイル

近
代
的
な
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
ガ
ラ
ス
張
り
コ
ン
ド

ミ
ニ
ア
ム
の
一
室
を
和
室
風
に
改
装
し
た
。
バ
ル
コ

ニ
ー
付
き
の
都
会
的
デ
ザ
イ
ン
ビ
ル
の
ベ
ッ
ド
ル
ー

ム
だ
っ
た
の
を
、
た
た
み
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
マ
ッ
ト
を

敷
き
詰
め
、
障
子
を
窓
に
施
工
し
、
日
本
間
の
雰
囲

気
を
出
す
演
出
を
し
た
。
た
た
み
ベ
ッ
ド
も
設
え
、

本
物
の
和
紙
か
ら
も
れ
る
や
さ
し
い
光
で
和
を
感
じ

な
が
ら
目
覚
め
る
と
、
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
ビ
ル
群
の

中
と
は
思
え
な
い
く
つ
ろ
ぎ
を
覚
え
る
。

た
た
み
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
マ
ッ
ト
は
、
簡
単
に
日
本

間
の
雰
囲
気
が
出
せ
、
木
の
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
の
ア
パ

ー
ト
の
床
に
置
く
薄
い
タ
イ
プ
の
和
紙
畳
と
し
て
開

発
さ
れ
た
。
見
た
目
は
伝
統
的
な
イ
グ
サ
と
ほ
と
ん

ど
変
わ
り
な
い
が
、
常
識
を
破
る
強
化
手
法
に
よ
り
、

通
常
の
イ
グ
サ
よ
り
も
む
し
ろ
、
汚
れ
、
日
焼
け
、

カ
ビ
に
強
く
、
耐
久
性
は
イ
グ
サ
の
３

倍
。
破
れ
な
い
強
化
和
紙
で
、
防
火
加

工
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
紙
の
生
活
に

慣
れ
て
な
い
ア
メ
リ
カ
人
ユ
ー
ザ
ー
で

も
使
用
可
。
米
国
防
火
加
工
な
の
で
コ

ン
ド
な
ど
で
も
承
認
さ
れ
、
ハ
イ
ラ
イ

ズ
な
ど
の
日
差
し
が
強
い
と
こ
ろ
や
、

ス
リ
ッ
パ
履
き
を
含
め
て
ア
メ
リ
カ
使

用
に
ピ
ッ
タ
リ
。

窓
際
に
設
置
さ
れ
た
照
明
は
、
自
然

を
モ
チ
ー
フ
と
し
た
有
機
的
な
形
で
、

外
光
が
た
く
さ
ん
入
る
中
で
も
、
綺
麗

に
映
え
、
ま
た
夜
は
内
部
照
明
で
は
、

自
然
と
や
わ
ら
か
さ
を
な
感
じ
る
照

明
。こ

の
私
邸
に
入
れ
る
時
に
か
か
っ
た

お
お
よ
そ
の
費
用
、
コ
ス
ト
は
障
子
や

枠
は
、
取
り
付
け
場
所
の
寸
法
に
合
わ

せ
て
作
る
の
で
、
基
本
的
に
す
べ
て
オ

ー
ダ
ー
メ
イ
ド
、
仕
上
げ
の
木
工
事
な

ど
を
除
き
、
障
子
和
紙
10
枚
分
で
、
だ

い
た
い
４
０
０
０
ド
ル
く
ら
い
か
ら
、

畳
６
畳
分
（
90
セ
ン
チ
く
ら
い
の
正
方

形
に
す
る
と
12
枚
）
で
、
だ
い
た
い
３

０
０
０
ド
ル
く
ら
い
か
ら
。
照
明
は
受

注
生
産
で
６
０
０
ド
ル
く
ら
い
か
ら
。

た
た
み
ベ
ッ
ド
は
特
注
で
製
作
。
工
期

は
３
か
月
か
ら
半
年
。

問
い
合
わ
せ
は
電
話
２
１
２
・
６
８
２
・

８
５
０
５
、
Ｅ
メ
ー
ル
、
小
平
さ
ん
。

info@
japanese-screens.com

（
写
真
提
供
・
プ
レ
シ
ャ
ス
・
ピ
ー
ス
）

NYのコンドミニアムに和風寝室を作る
都
会
の
喧
騒
を
忘
れ
る

ロ
ー
ワ
ー
イ
ー
ス
ト
サ
イ
ド

で
約
80
年
続
く
庶
民
市
場
「
エ

セ
ッ
ク
ス
マ
ー
ケ
ッ
ト
」
が
５

月
13
日
、
新
た
な
場
所
で
ピ
カ

ピ
カ
の
新
築
ビ
ル
１
階
で
再
開

し
た
。

元
の
場
所
と
道
を
隔
て
た
真

南
に
位
置
し
、
吹
き
抜
け
天
井

の
３
万
７
０
０
０
平
方
メ
ー
ト

ル
の
広
々
と
し
た
ス
ペ
ー
ス
に

に
、
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
屋
な
ど
新

た
な
店
舗
や
以
前
か
ら
の
店
舗

な
ど
、
37
店
舗
が
軒
を
列
ね
る
。

中
２
階
部
分
に
は
飲
食
ス
ペ
ー

ス
も
併
設
さ
れ
、
今
夏
に
は
地

下
に
も
店
舗
が
広
が
る
予
定
。

入
口
付
近
に
は
同
市
場
の
歴
史

パ
ネ
ル
も
展
示
さ
れ
て
い
る
。
　

同
市
場
は
、
路
上
市
場
し
か

な
っ
た
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
で
１

９
４
０
年
、
初
め
て
屋
根
付
き

市
場
と
し
て
開
業
し
た
。
し
か

し
、
付
近
一
帯
の
大
規
模
開
発

に
よ
り
取
り
壊
す
こ
と
に
な

り
、
元
か
ら
あ
っ
た
店
舗
は
そ

の
ま
ま
の
賃
貸
料
で
新
た
な
市

場
で
営
業
を
続
け
ら
れ
る
こ
と

も
決
ま
っ
て
い
た
。
再
開
後
の

初
め
て
の
日
曜
日
に
当
た
っ
た

19
日
、
あ
る
客
が
店
の
人
に

「
あ
な
た
の
顔
を
し
ば
ら
く
見

な
く
て
再
開
を
待
っ
て
い
た

よ
」
な
ど
と
声
を
か
け
る
姿
も

見
ら
れ
た
。
価
格
も
安
め
で
、

庶
民
的
な
雰
囲
気
は
健
在
だ
っ

た
。
（
小
味
か
お
る
、
写
真
も
）

エセックス・マーケット新装開店

80年続く庶民市場

独自のコンテンツも充実

「週刊ＮＹ生活ウェブ版」
スマホやタブレットからもご覧下さい！

デジタル版バックイシューも10年分保存！

www.nyseikatsu.com

http://kiku-ny.com
http://precious-piece.com
https://www.suhakobi.com
https://www.mtckitchen.com


   

http://www.sumitomo-ny.com
http://www.startsnewyork.com
http://www.taichirealty.com
https://www.redacinc.com/
http://brooklyntime.net
http://newyork-apartment-realestate.com
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メ
モ
リ
ア
ル
デ
ー
の
５
月
27

日
、
ク
イ
ー
ン
ズ
に
あ
る
マ
ウ

ン
ト
・
オ
リ
ヴ
ェ
ッ
ト
日
本
人

墓
地
で
１
９
１
２
年
か
ら
続
く

恒
例
の
墓
参
会
が
行
わ
れ
た
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
系
人
会
（
Ｊ

Ａ
Ａ
）
が
主
催
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
総
領
事

の
山
野
内
勘
二
大
使
や
竹
田
勝

男
Ｊ
Ａ
Ａ
副
会
長
の
ほ
か
、
仏

教
会
（
ア
ー
ル
池
田
和
尚
）
、

日
米
合
同
教
会
（
ス
タ
ン
リ

ー
・
ウ
ェ
イ
牧
師
）
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
日
系
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
（
伊
藤
リ
キ
会
長
）
の
会
員
、

第
２
次
世
界
大
戦
に
参
戦
し
た

カ
ズ
・
ヤ
マ
グ
チ
さ
ん
（
Ｍ
Ｉ

Ｓ
部
隊
）
と
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
に

参
戦
し
た
ス
タ
ン
リ
ー
・
カ
ン

ザ
キ
さ
ん
、
そ
し
て
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
日
本
人
学
校
（
小
島
昇
校

長
）
や
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学

園
（
岡
本
徹
校
長
）
の
教
師
、

保
護
者
、
生
徒
ら
、
約
80
人
が

参
列
し
た
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校

は
１
９
７
８
年
か
ら
墓
参
会
に

参
加
し
て
、
今
年
で
41
回
目
と

な
っ
た
。
今
年
は
、
小
島
昇
校

長
を
は
じ
め
50
人
が
参
列
し

た
。ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園
の

岡
本
園
長
は
、
福
井
藩
か
ら
官

費
留
学
生
と
し
て
ラ
ト
ガ
ー
ス

大
学
に
１
８
６
７
年
に
留
学

し
、
秀
才
で
将
来
を
期
待
さ
れ

な
が
ら
卒
業
を
目
前
に
し
た
70

年
４
月
30
日
に
貧
困
と
結
核
で

他
界
し
た
日
下
部
太
郎
の
話
を

紹
介
し
た
。

前
日
に
は
、
Ｊ
Ａ
Ａ
と
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
日
系
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

ラ
ブ
の
会
員
ら
が
墓
地
を
掃
除

し
、
育
英
学
園
の
生
徒
が
作
成

し
た
日
米
の
国
旗
を
飾
っ
た
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校

（
コ
ネ
テ
ィ
カ
ッ
ト
州
グ
リ
ニ

ッ
チ
、
小
島
昇
校
長
）
の
児
童

生
徒
の
有
志
が
５
月
27
日
、
ク

イ
ー
ン
ズ
に
あ
る
マ
ウ
ン
ト
・

オ
リ
ヴ
ェ
ッ
ト
日
本
人
墓
地
で

の
墓
参
会
に
参
加
し
た
。

マ
ウ
ン
ト
・
オ
リ
ヴ
ェ
ッ
ト

日
本
人
墓
地
は
、
高
見
豊
彦
医

師
が
日
本
人
の
無
縁
仏
の
た
め

に
有
志
を
募
り
日
本
人
共
済
会

（
現
Ｊ
Ａ
Ａ
）
を
創
設
し
て
約

百
年
前
に
購
入
。
以
来
、
戦
時

中
も
毎
年
欠
か
す
こ
と
な
く
墓

参
会
が
行
わ
れ
て
き
た
。
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
総
領
事
の
山
野
内
勘

二
大
使
は
、
「
こ
の
道
を
切
り

開
い
て
く
れ
た
先
人
た
ち
の
志

を
継
い
で
、
そ
れ
ぞ
れ
が
そ
れ

ぞ
れ
の
立
場
で
考
え
行
動
す
る

こ
と
が
大
切
だ
」
と
話
し
た
。

ま
た
、
小
島
校
長
は
、
「
今
こ

の
地
で
暮
ら
し
て
い
け
る
の
は

い
ろ
い
ろ
な
人
々
の
支
え
が
あ

っ
た
か
ら
で
あ
り
、
そ
の
こ
と

に
感
謝
し
て
過
ご
し
て
い
こ

う
」
と
述
べ
た
。
参
加
し
た
子

供
た
ち
は
、
真
剣
な
顔
つ
き
で

焼
香
や
献
花
を
行
っ
て
い
た
。

異
国
の
地
で
奮
闘
し
て
き
た
先

人
た
ち
に
思
い
を
馳
せ
る
良
い

機
会
と
な
っ
た
。

Ｎ
Ｙ
日
本
人
学
校
児
童

墓
参
会
に
参
加

メ
モ
リ
ア
ル
デ
ー
に
祈
る

日
本
人
墓
地
墓
参
会
へ

ア
ロ
ハ
ー
。
ハ
ワ
イ
に
行
っ

て
き
ま
し
た
。
４
日
間
。
も
ち

ろ
ん
、
お
仕
事
で
。
き
っ
か
け

は
「
日
本
式
介
護
を
導
入
し
て

ほ
し
い
」
「
私
は
こ
こ
で
老
後

を
迎
え
な
き
ゃ
な
ら
な
い
」

「
お
金
な
い
け
ど
帰
国
も
で
き

な
い
」
と
い
う
声
。

い
ま
さ
ら
な
が
ら
の
介
護
の

問
題
。
本
題
で
も
あ
る
「
日
本

の
介
護
事
情
」
。
善
か
れ
悪
し

か
れ
世
界
に
誇
れ
る
日
本
の
Ｋ

Ａ
Ｉ
Ｇ
Ｏ
。
本
当
に
そ
う
な
の

だ
ろ
う
か
。
明
ら
か
に
感
じ
た

の
は
、
決
し
て
日
本
の
介
護
が

世
界
ナ
ン
バ
ー
１
で
は
な
い
と

い
う
こ
と
。
誤
解
し
て
い
け
な

い
こ
と
は
た
だ
一
つ
。
ナ
ン
バ

ー
１
で
あ
る
の
は
「
日
本
が
世

界
一
の
高
齢
大
国
」
で
、
他
国

と
同
じ
く
、
も
し
く
は
そ
れ
以

上
に
「
世
界
一
悩
ん
で
い
る
国
」

で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ

た
と
い
う
だ
け
で
し
た
。

今
回
の
ハ
ワ
イ
か
ら
の
ご
要

望
に
対
し
て
、
冒
頭
に
挙
げ
た

現
地
日
本
人
の
要
望
を
解
決
す

る
た
め
に
、
当
社
と
同
行
し
た

大
阪
の
総
合
介
護
サ
ー
ビ
ス
企

業
担
当
者
と
ハ
ワ
イ
現
地
の
学

校
、
人
材
派
遣
会
社
、
不
動
産
、

訪
問
介
護
企
業
、
施
設
の
責
任

者
と
双
国
の
在
留
高
齢
者
（
日

本
人
に
限
定
せ
ず
）
の
潜
在
的

問
題
の
あ
ぶ
り
出
し
と
考
え
方

の
方
向
性
の
乖
離
を
埋
め
る
べ

く
、
通
訳
を
通
し
て
列
挙
し
て

み
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
ま
だ
開

示
で
き
ま
せ
ん
が
、
相
手
側
か

ら
の
意
見
は
「
日
本
の
認
知
症

対
応
が
ど
う
ハ
ワ
イ
と
違
う
の

か
知
り
た
い
」
「
和
食
が
食
べ

た
い
と
い
う
声
を
反
映
す
る
の

は
簡
単
だ
が
、
そ
ん
な
に
難
し

い
レ
シ
ピ
な
の
か
」
「
日
本
の

介
護
お
も
て
な
し
が
飛
行
機
で

い
う
フ
ァ
ー
ス
ト
ク
ラ
ス
並
み

と
い
う
の
は
本
当
か
」
等
の
こ

ち
ら
も
ド
キ
ッ
と
す
る
、
返
答

に
窮
す
る
質
問
相
談
も
あ
り
ま

し
た
。
私
か
ら
は
、
「
日
本
で

は
高
齢
者
を
一
括
り
に
せ
ず
、

一
人
の
個
性
を
大
切
に
し
、
老

い
ゆ
く
方
を
そ
の
ま
ま
に
諦
め

な
い
。
自
立
支
援
型
の
介
護
を

教
育
研
修
に
取
り
入
れ
て
い
ま

す
」
と
答
え
ま
し
た
。
「
で
、

そ
の
結
果
、
具
体
的
に
健
康
寿

命
が
延
び
た
り
、
財
政
的
に
高

齢
者
も
施
設
も
い
い
方
向
に
な

っ
た
の
か
？
」
と
い
う
ま
た
難

し
い
質
問
も
あ
り
ま
し
た
。
そ

れ
に
つ
い
て
は
「
介
護
保
険
制

度
が
始
ま
っ
て
19
年
。
試
行
錯

誤
を
繰
り
返
し
、
何
も
し
な
か

っ
た
場
合
の
状
態
に
比
べ
る
と

及
第
点
が
出
る
程
度
。
世
界
に

誇
れ
る
結
果
ま
で
は
ま
だ
で

す
。
ま
ず
は
当
社
の
研
修
事
業

か
ら
事
例
を
作
っ
て
い
る
と
こ

ろ
。
そ
れ
に
両
国
で
取
り
組
ま

せ
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
ヘ
ト

ヘ
ト
に
な
り
な
が
ら
回
答
し
た

次
第
で
し
た
。

ハ
ワ
イ
の
現
場
で
確
認
で
き

た
こ
と
は
、
認
知
症
ケ
ア
へ
の

取
り
組
み
が
個
別
対
応
の
度
合

い
が
強
す
ぎ
る
と
も
感
じ
ま
し

た
。
つ
ま
り
、
属
性
化
し
過
ぎ

て
せ
っ
か
く
の
個
別
で
抽
出
さ

れ
た
ノ
ウ
ハ
ウ
が
事
例
と
し
て

積
み
上
げ
ら
れ
る
こ
と
が
少
な

く
、
予
測
さ
れ
る
認
知
症
者
の

行
動
を
学
術
的
に
サ
ー
ビ
ス
に

反
映
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
な
気

が
し
ま
し
た
。
ま
た
、
日
本
で

地
域
包
括
ケ
ア
と
し
て
進
行
中

の
「
社
会
的
資
源
の
探
し
方
」

「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
」
に

つ
い
て
は
導
入
で
き
る
か
な

と
。
そ
の
反
面
、
ハ
ワ
イ
か
ら

参
考
に
な
り
そ
う
な
の
は
、
施

設
の
地
域
へ
の
開
放
の
程
度
、

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
多
様

性
、
研
修
や
指
導
を
「
現
場
研

修
あ
り
き
」
に
こ
だ
わ
ら
ず
、

も
っ
と
オ
ン
ラ
イ
ン
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
化
「
で
き
る
時
に
観
る
」

プ
ロ
グ
ラ
ム
と
、
そ
の
「
補
完
」

と
し
て
現
場
研
修
。
で
き
る
だ

け
時
間
も
お
金
を
使
わ
な
い
。

身
体
も
で
き
る
だ
け
使
わ
ず

に
、
「
動
か
す
」
と
い
う
こ
と

を
も
っ
と
見
習
い
た
い
と
思
い

ま
し
た
。

日
本
は
こ
れ
か
ら
世
界
が
負

う
で
あ
ろ
う
高
齢
問
題
に
火
の

粉
を
浴
び
な
が
ら
ト
ッ
プ
ラ
ン

ナ
ー
と
し
て
最
前
線
で
も
が
い

て
い
る
こ
と
。
そ
れ
を
「
私
を

み
て
。
こ
ん
な
に
大
変
な
の
よ
。

み
ん
な
も
私
の
真
似
を
し
て
」

と
自
己
陶
酔
す
る
先
輩
に
な
ら

ず
に
、
日
本
の
ボ
ロ
ッ
ボ
ロ
の

後
ろ
姿
を
み
せ
な
が
ら
も
、
笑

わ
れ
な
が
ら
も
、
世
界
の
「
基

準
」
が
構
築
で
き
れ
ば
、
胸
を

張
っ
て
「
Ｋ
Ａ
Ｉ
Ｇ
Ｏ
」
と
言

え
る
日
が
来
る
の
で
は
な
い
か

な
。
そ
れ
は
来
年
か
な
？

５

年
後
か
な
？

国
の
敷
い
た
ロ

ー
ド
マ
ッ
プ
を
眺
め
な
が
ら
、

自
社
の
取
り
組
み
に
活
か
し
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

西
村
栄
一
／
株
式
会
社
ヘ
ル
プ

ズ
・
ア
ン
ド
・
カ
ン
パ
ニ
ー
代

表
取
締
役
、
一
般
社
団
法
人
日

本
介
護
協
会
（
介
護
甲
子
園
）

理
事

＊
同
社
で
は
専
門
家
と
連
携
し

て
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
行
っ

て
い
る
。
疑
問
、
悩
み
、
日
本

の
社
会
保
障
（
介
護
・
医
療
・

年
金
・
雇
用
等
）
制
度
に
関
す

る
質
問
や
相
談
を
受
け
付
け
て

い
る
。info@

helpz.jp

日
本
は
世
界
の

高
齢
化
の
モ
デ
ル
に
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ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校

（
コ
ネ
テ
ィ
カ
ッ
ト
州
グ
リ
ニ

ッ
チ
、
小
島
昇
校
長
）
の
４
年

生
は
５
月
21
日
、
社
会
科
移
動

教
室
で
グ
リ
ニ
ッ
チ
に
あ
る
警

察
署
と
消
防
署
を
訪
れ
た
。

警
察
署
で
は
通
信
司
令
室
や

留
置
所
、
警
察
車
両
な
ど
を
見

学
し
た
。
通
信
司
令
室
に
は
市

内
の
パ
ト
カ
ー
や
救
急
車
の
位

置
を
Ｇ
Ｐ
Ｓ
で
把
握
し
た
り
、

監
視
カ
メ
ラ
の
画
像
を
映
す
モ

ニ
タ
ー
が
た
く
さ
ん
あ
り
、
９

１
１
に
電
話
を
す
る
と
こ
の
場

所
に
つ
な
が
る
こ
と
を
教
わ
っ

た
。
子
供
た
ち
は
「
教
科
書
に

載
っ
て
い
た
通
り
だ
！

日
本

と
同
じ
だ
ね
」
と
驚
き
の
声
を

上
げ
た
。
ま
た
、
通
報
を
受
け

て
必
要
に
応
じ
て
消
防
に
も
指

令
を
出
し
、
一
刻
も
早
く
現
場

に
出
動
し
て
い
る
こ
と
を
学
ん

だ
。
車
両
見
学
で
は
現
場
検
証

に
必
要
な
も
の
が
搭
載
さ
れ
て

い
る
車
両
や
Ｓ
Ｗ
Ａ
Ｔ
チ
ー
ム

が
乗
る
車
両
の
大
き
さ
に
驚
い

て
い
た
。

消
防
署
で
は
消
防
車
を
見

学
。
消
防
車
に
は
消
火
設
備
や
、

あ
ら
ゆ
る
事
態
を
想
定
し
人
命

を
救
助
す
る
た
め
の
さ
ま
ざ
ま

な
道
具
が
装
備
さ
れ
て
い
た
。

子
供
た
ち
は
熱
心
に
見
入
り
、

そ
の
重
さ
に
も
驚
い
て
い
た
。

事
前
に
英
語
で
考
え
て
い
た
質

問
だ
け
で
な
く
、
見
学
中
に
疑

問
に
感
じ
た
こ
と
を
質
問
し
て

い
た
。
自
分
た
ち
の
安
全
な
生

活
を
支
え
る
た
め
に
多
く
の

人
々
が
連
携
し
て
い
る
こ
と
を

実
感
す
る
こ
と
の
で
き
る
、
有

意
義
な
社
会
科
移
動
教
室
に
な

っ
た
。

（19）　［教　育］ 週刊NY生活　SHUKANNEWYORKSEIKATSU 2019年（令和元年）6月8日（土）

消防署と警察見学
NJ日本人学校の4年生

英語で質問事前に準備

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
日
本
人

学
校
（
臼
井
治
久
校
長
）
の
４

年
生
が
５
月
29
日
、
社
会
科
見

学
で
、
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
市
の
警

察
署
と
消
防
署
を
訪
問
し
た
。

警
察
署
で
は
裁
判
が
行
わ
れ

る
部
屋
で
警
察
の
仕
事
内
容
に

つ
い
て
の
ビ
デ
オ
を
視
聴
し
た

後
、
担
当
の
警
察
官
の
案
内
で
、

署
内
の
施
設
を
見
学
。
指
紋
を

と
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
や
拘
置

所
の
見
学
、
マ
グ
シ
ョ
ッ
ト
体

験
に
興
味
津
々
。
特
に
パ
ト
カ

ー
の
運
転
席
や
後
部
座
席
に
あ

る
特
殊
な
機
器
に
は
全
員
が
驚

い
た
。
警
察
署
で
は
地
域
の
安

全
の
た
め
に
24
時
間
体
制
で
働

い
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

消
防
署
で
は
、
レ
ス
キ
ュ
ー

車
、
消
防
車
、
は
し
ご
車
な
ど

の
説
明
後
、
消
防
車
に
搭
載
さ

れ
た
た
く
さ
ん
の
道
具
の
使
い

方
や
消
火
方
法
に
つ
い
て
丁
寧

に
説
明
し
て
も
ら
い
、
実
際
に

消
防
車
の
運
転
席
に
座
ら
せ
て

も
ら
っ
た
。
ま
た
、
防
火
服
や

酸
素
ボ
ン
ベ
を
背
負
う
体
験
で

は
、
そ
の
重
さ
に
び
っ
く
り
。

消
防
署
で
働
く
人
の
多
く
は
、

普
段
は
別
の
仕
事
を
し
て
い
て

火
災
や
事
故
が
あ
る
と
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
し
て
警
察
か
ら
の
指

令
で
出
動
す
る
と
の
こ
と
。

見
学
に
向
け
て
事
前
に
質
問

す
る
内
容
を
英
語
で
練
習
し
て

い
た
こ
と
も
あ
り
、
当
日
は
し

っ
か
り
と
英
語
で
話
を
す
る
こ

と
が
で
き
た
。
ア
メ
リ
カ
の
警

察
署
や
消
防
署
の
し
く
み
に
つ

い
て
日
本
と
比
べ
な
が
ら
た
く

さ
ん
の
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が
で

き
、
充
実
し
た
１
日
と
な
っ
た
。

育
英
サ
タ
デ
ー
ス
ク
ー
ル
ニ

ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
校
（
Ｎ
Ｊ
州

イ
ン
グ
ル
ウ
ッ
ド
ク
リ
フ
ス
、

半
場
綾
子
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
）
の

小
学
部
３
年
生
が
音
楽
の
授
業

で
初
め
て
リ
コ
ー
ダ
ー
を
扱
い
、

そ
の
吹
き
方
を
学
習
し
た
。

ま
ず
は
リ
コ
ー
ダ
ー
の
持
ち

方
や
息
の
入
れ
方
な
ど
の
注
意

点
と
、「
ソ
」
か
ら
「
レ
」
ま
で

の
音
の
出
し
方
を
学
ん
だ
。
は

じ
め
は
息
を
強
く
入
れ
す
ぎ
た

り
、
指
が
う
ま
く
使
え
な
か
っ

た
り
し
た
子
供
た
ち
も
指
導
を

受
け
て
上
達
し
、
最
後
に
は
き

れ
い
な
音
色
が
教
室
に
響
い
た
。

ま
た
、「
茶
摘
み
」
の
歌
を
勉
強

し
、
そ
れ
に
伴
う
手
遊
び
歌
に

も
挑
戦
し
た
。「
夏
も
近
づ
く
八

十
八
夜
。
ポ
ン
ポ
ン
！
」
子
供

育
英
サ
タ
デ
ー
ス
ク
ー
ル

音
楽
授
業
楽
し
く

た
ち
の
笑
顔
と
大
き
な
歌
声
が

教
室
に
響
い
た
。

そ
し
て
１
年
生
の
音
楽
の
授

業
で
は
、
教
科
書
に
あ
る
「
さ

ん
ぽ
」
を
歌
い
な
が
ら
タ
ン
バ

リ
ン
を
叩
き
、
教
室
を
歩
い
て

リ
ズ
ム
を
体
感
し
た
。
２
年
生

は
「
ド
レ
ミ
の
歌
」
を
歌
っ
た

り
カ
シ
オ
の
大
型
キ
ー
ボ
ー
ド

を
使
っ
て
「
か
え
る
の
歌
」
の

鍵
盤
演
奏
に
も
挑
戦
し
た
。
ど

の
学
年
も
授
業
後
、
「
次
回
も

頑
張
り
た
い
」
と
意
気
込
み
を

見
せ
て
い
た
。

Ｎ
Ｙ
日
本
人
学
校
の
４
年
生

警
察
と
消
防
車
見
学

フレンズアカデミー

11日に進学相談会

フ
レ
ン
ズ
ア
カ
デ
ミ
ー
（
西

１
０
３
丁
目
３
１
０
番
地
）
は

11
日
（
火
）
午
前
10
時
10
分
か

ら
、
オ
ー
プ
ン
ハ
ウ
ス
（
全
日

制
た
ん
ぽ
ぽ
幼
稚
園
・
幼
児
教

室
・
親
子
教
室
）
と
進
学
相
談

会
を
実
施
す
る
。

進
学
相
談
で
は
、
現
地
の
日

米
の
教
育
時
事
情
に
精
通
し
て

い
る
教
師
陣
が
現
地
の
公
立
学

校
へ
の
進
学
や
名
門
私
立
学
校

へ
の
進
学
の
ポ
イ
ン
ト
（
試
験

た
め
の
準
備
、
書
類
提
出
の
タ

イ
ミ
ン
グ
、
書
類
の
書
き
方
等
）

に
つ
い
て
説
明
。
ま
た
、
日
本

の
教
育
事
情
（
私
立
学
校
へ
の

進
学
、
公
立
学
校
進
学
へ
の
準

備
）
等
に
つ
い
て
も
講
演
す
る
。

参
加
無
料
。
申
し
込
み
は
９

日
（
日
）
ま
で
に
電
話
２
１

２
・
９
３
５
・
８
５
３
５
、
ま

た

は

Ｅ

メ

ー

ル

F
riends.nyikuei@

gm
ail.c

om

ま
で
。
　

プ
リ
ン
ス
ト
ン
日
本
語
学
校

（
三
井
知
之
校
長
、
生
徒
数
３

３
９
人
）
幼
稚
部
は
５
月
26
日
、

親
子
ピ
ク
ニ
ッ
ク
を
開
催
し

た
。
当
日
は
晴
天
に
恵
ま
れ
た

ピ
ク
ニ
ッ
ク
日
和
で
、
登
園
時

か
ら
う
れ
し
そ
う
な
子
供
た
ち

の
笑
顔
が
見
ら
れ
た
。
　

三
井
校
長
の
話
を
聞
い
た

後
、
親
子
で
参
加
す
る
ク
ラ
ス

対
抗
「
た
ま
ご
レ
ー
ス
」
と

「
フ
ラ
フ
ー
プ
＆
ボ
ー
ル
遊
び
」

が
行
わ
れ
、
初
め
て
体
験
す
る

さ
く
ら
組
（
年
少
）
、
２
度
目

の
ゆ
り
組
（
年
中
）
、
そ
し
て

最
後
の
親
子
ピ
ク
ニ
ッ
ク
と
な

る
ば
ら
組
（
年
長
）
親
子
が
勝

敗
を
競
っ
た
。
そ
の
後
は
キ
ャ

ン
パ
ス
探
検
シ
ー
ル
ラ
リ
ー
で

池
を
一
周
し
な
が
ら
３
か
所
あ

る
関
所
で
先
生
か
ら
シ
ー
ル
を

も
ら
い
、
事
前
に
そ
れ
ぞ
れ
が

色
塗
り
を
し
た
地
図
に
貼
っ
て

ゴ
ー
ル
。
最
後
に
く
じ
を
引
い

て
自
分
の
好
き
な
景
品
を
選
ん

だ
子
供
た
ち
は
、
友
達
と
見
せ

合
い
大
喜
び
し
て
い
た
。

親
子
ピ
ク
ニ
ッ
ク

プ
リ
ン
ス
ト
ン
で

リセ・ケネディ

虫歯予防講習会
秋本医師が指導

リ
セ
・
ケ
ネ
デ
ィ
日
本
人
学

校
（
高
松
さ
な
え
校
長
）
は
５

月
30
日
、
歯
科
医
師
の
秋
本
浩

子
さ
ん
を
招
き
、
子
ど
も
と
保

護
者
向
け
に
虫
歯
予
防
の
講
習

会
を
行
っ
た
。

白
衣
を
着
た
「
歯
医
者
さ
ん
」

を
見
て
始
め
は
少
し
緊
張
し
て

い
た
子
供
た
ち
も
、
正
し
い
歯

の
み
が
き
方
や
虫
歯
に
な
り
や

す
い
食
べ
物
と
な
り
に
く
い
食

べ
物
な
ど
、
模
型
や
写
真
を
使

っ
た
丁
寧
な
説
明
に
聞
き
入
っ

て
い
た
。
秋
本
さ
ん
が
説
明
を

終
え
る
と
、
「
ど
こ
を
磨
け
ば

い
い
の
？
」
「
ど
う
し
て
口
の

中
に
ば
い
菌
が
い
る
の
？
」
な

ど
と
子
供
た
ち
か
ら
質
問
が
あ

が
っ
た
。
講
習
会
後
半
に
は
保

護
者
か
ら
の
質
問
の
時
間
が
設

け
ら
れ
た
。
日
頃
の
歯
磨
き
へ

の
取
り
組
み
や
フ
ッ
素
塗
布
の

効
果
に
つ
い
て
な
ど
熱
心
に
質

問
す
る
姿
が
見
ら
れ
た
。

こ
の
日
の
昼
食
後
、
秋
本
さ

ん
か
ら
学
ん
だ
こ
と
を
早
速
実

践
し
、
普
段
よ
り
長
く
歯
を
磨

い
て
い
る
子
供
も
い
た
。
歯
の

健
康
へ
の
関
心
が
深
ま
り
、
日

頃
食
べ
て
い
る
も
の
や
歯
磨
き

の
習
慣
を
振
り
返
る
良
い
機
会

と
な
っ
た
よ
う
だ
。

楽しい

週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活

デ

ジ

タ

ル

版

w
w

w
.n

yse
ika

tsu
.co

m

地
元
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
で

ニューヨークの国連本部ビルの日本庭園にある「平和の鐘」は、愛媛県宇和島市長を

務めた中川千代治元日本国連協会愛媛県副本部長（1905〜72年）が、日本が国連に加盟

する前の1951年、パリにおける国連会議に出席した際に世界65か国から寄贈された各国

代表のメダルや硬貨、ローマ法王からの寄贈メダルや日本の古銭などを加えて「平和の

鐘」を作り、54年に日本国連協会の名の下に国連本部に寄贈したものです。２年後の56

年に日本は80番目の加盟国となり国際社会に復帰。毎年９月末に国連事務総長がこの鐘

を突いて国連総会の開幕を告げるのが長年の習わしで、この日は「国連平和デー」と呼

ばれています。日本が国連に加盟して62周年を迎えた今年、この絵本は、日本から平和

を訴える強いメッセージとなるでしょう。

In 1951, before Japan became a member of the UN, Chiyoji Nakagawa of Uwajima,
Ehime Prefecture went to the UN Conference in Paris at his own expense. He then gath-
ered coins and medals from the delegates of 65 nations who were participating in the
conference, added a donative medal from the Pope as well as Japanese coins and cast
the Peace Bell with all the pieces. The bell was donated under the name of the UN
Association of Japan and installed in 1954; two years later, Japan officially became the
80th member of the UN. Every September on the International Day for Peace, it has
become a tradition that the United Nations Secretary-General rings the bell to mark the
opening of the UN General Assembly. This year marks the 62nd anniversary of Japan
joining the United Nations, and the picture book conveys a significant message of peace
from Japan.

絵本『コインでつなく平和の鐘』絶賛発売中！

取扱い店：国連本部地下書店

United Nations Bookshop
48th Street and 1st Avenue
Room GA-1B-103
Tel:212-963-7680
または週刊NY生活まで
電話212-213-6069

価格：$23

The Story of the UN Peace Bell

国
連
本
部
に
鐘
を
寄
贈
し
た
日
本
人
の
物
語

発行元：国連平和の鐘を守る会
原案：高瀬聖子   絵・文　あいざわるつこ
米国販売代理店：ニューヨーク生活プレス社
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●

幼
児
の
部

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園
・
水
曜
書
写
ク
ラ
ブ

●

小
学
三
年
・
四
年
の
部

●

小
学
五
年
・
六
年
の
部

●

中
学
の
部

中
部
テ
ネ
シ
ー
日
本
語
補
習
校

●

小
学
一
年
・
二
年
の
部

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園
・
日
曜
寺
子
屋

フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
日
本
語
補
習
校

硬
筆
書
写
コ
ン
ク
ー
ル
第
34
回
夏
期
課
題
、
第
１
回
目
の
選
考

作
品
19
点
を
発
表
し
ま
す
。

紙
面
に
掲
載
さ
れ
た
選
考
作
品
の
な
か
か
ら
、
年
度
末
に
年
間

最
優
秀
大
賞
と
優
秀
賞
を
選
出
し
、
米
国
ゼ
ブ
ラ
社
よ
り
豪
華
筆

記
用
具
セ
ッ
ト
の
賞
品
と
賞
状
が
授
与
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
年
間

を
通
し
て
作
品
の
応
募
数
が
一
番
多
か
っ
た
団
体
に
は
、
特
別
団

体
賞
と
し
て
応
募
人
数
分
の
ゼ
ブ
ラ
ペ
ン
を
進
呈
し
ま
す
。

課

題

の

見

本

と

規

定

用

紙

は

、

ウ

ェ

ブ

サ

イ

ト

w
w
w
.nyseikatsu.com

よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
応
募

要
項
の
詳
細
も
同
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

現在発表になっている第34回夏期課題の第２次応

募締め切りは7月7日（木）です。選考作品の発表は

7月13日号となります。引き続き作品を募集します。　

協
賛：

米
国
ゼ
ブ
ラ
社

■
■

■

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校

日
本
ク
ラ
ブ
子
供
書
写
・
小
山
書
道
教
室

●

高
校
・
一
般
の
部

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園
・
水
曜
書
写
ク
ラ
ブ

中
部
テ
ネ
シ
ー
日
本
語
補
習
校

小
山
書
道
教
室

中
部
テ
ネ
シ
ー
日
本
語
補
習
校

週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活

第
34
回
夏
期
課
題
選
考
作
品
発
表（
１
）

中
部
テ
ネ
シ
ー
日
本
語
補
習
校

小
山
書
道
教
室

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園

小
山
書
道
教
室

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園

https://www.zebrapen.com/
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原作・岡田光世  漫画・島本真記子

今週の

フレーズ

● 単行本＝研究社より全４巻 www.kenkyusha.co.jp ● 文庫本＝幻冬舎より全５巻 www.gentosha.co.jp

文庫本シリーズ15万部突破！

（のみ物の）ひと口

２
０
０
３
年
に
ア
メ
リ
カ
の
補

習
校
４
か
所
で
全
校
生
徒
を
対
象

に
日
本
語
と
英
語
の
テ
ス
ト
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
関
西
国
際
大
学
の

越
山
泰
子
教
授
は
日
本
語
語
彙
テ

ス
ト
に
注
目
し
、
そ
の
結
果
を
分

析
・
考
察
し
て
論
文
に
ま
と
め
ま

し
た
（
『
米
国
補
習
校
に
学
ぶ
児

童
・
生
徒
の
日
本
語
語
彙
力
』
）
。

今
回
は
、
越
山
教
授
が
提
案
す
る

語
彙
力
向
上
の
ヒ
ン
ト
を
４
つ
紹

介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
の
語
彙
テ
ス
ト
は
日
本
で
開

発
さ
れ
た
も
の
で
学
年
別
に
５
種

類
あ
り
ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ
で
は

６
月
実
施
の
た
め
、
在
籍
学
年
よ

り
１
年
下
の
レ
ベ
ル
の
テ
ス
ト
が

使
用
さ
れ
ま
し
た
。
選
択
肢
か
ら

与
え
ら
れ
た
単
語
と
同
じ
意
味
を

持
つ
語
句
を
選
ぶ
と
い
う
問
題
で

し
た
。
日
本
で
同
じ
テ
ス
ト
を
実

施
し
た
時
の
デ
ー
タ
と
比
べ
る
と
、

全
体
的
に
補
習
校
在
籍
児
童
の
正

解
率
の
方
が
低
か
っ
た
そ
う
で
す
。

特
徴
的
だ
っ
た
の
は
、
小
３
〜
６

年
生
は
日
米
で
の
正
解
率
に
か
な

り
の
格
差
が
見
ら
れ
ま
し
た
が

（
補
習
校
小
３
＝
36
・
１
％
、
日
本

小
３
＝
54
・
１
％
）、
中
学
に
な
る

と
ほ
と
ん
ど
差
が
見
ら
れ
な
か
っ

た
こ
と
で
す
。
現
デ
ー
タ
で
は
被

験
者
間
の
背
景
条
件
の
違
い
（
滞

米
期
間
、
来
米
時
の
年
齢
、
家
庭

で
の
使
用
言
語
な
ど
）
が
明
ら
か

に
な
っ
て
い
な
い
た
め
、
テ
ス
ト

結
果
を
一
般
化
す
る
こ
と
は
避
け

る
べ
き
と
の
注
意
書
き
が
あ
り
ま

し
た
。
し
か
し
、
小
学
中
学
年
頃

は
学
習
に
必
要
と
さ
れ
る
言
語
の

難
易
度
も
上
が
り
、
勉
強
に
つ
い

て
い
け
な
く
な
る
児
童
が
増
え
る

時
期
で
あ
り
、
日
本
語
力
の
差
も

大
き
く
な
る
頃
で
す
。
そ
の
時
期

を
乗
り
越
え
た
生
徒
の
中
に
は
高

い
日
本
語
力
を
保
持
し
て
い
る
子

ど
も
が
多
く
な
る
傾
向
に
あ
る
と

言
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ま
た

は
、
あ
る
程
度
の
日
本
語
力
が
な

い
場
合
は
中
学
ま
で
補
習
校
を
続

け
る
こ
と
は
少
な
い
と
い
う
こ
と

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
以
下
に
越
山

教
授
が
提
案
す
る
語
彙
力
向
上
の

ヒ
ン
ト
を
紹
介
し
ま
す
。

▽
ヒ
ン
ト
１
＝
海
外
在
住
中
は
ど

う
し
て
も
日
本
語
に
触
れ
る
絶
対

量
が
制
限
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

語
彙
習
得
は
補
習
校
や
そ
れ
に
準

ず
る
教
育
機
関
に
だ
け
に
頼
る
の

で
は
な
く
、
学
校
の
外
で
も
積
極

的
に
日
本
語
を
使
う
機
会
を
増
や

し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。
日

本
語
で
会
話
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ

ん
、
読
書
や
読
み
聞
か
せ
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
イ
ン
タ
ラ
ク
シ
ョ
ン
を

持
つ
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
近
所

に
日
本
語
を
話
す
児
童
が
い
る
場

合
は
、
プ
レ
イ
デ
ー
ト
な
ど
を
通

し
て
交
流
す
る
の
も
い
い
で
す
ね
。

▽
ヒ
ン
ト
２
＝
人
か
ら
聞
い
た
り
、

読
書
を
通
し
て
自
然
と
新
し
い
語

彙
に
出
会
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
が

（
偶
発
的
語
彙
習
得
）
、
や
は
り
意

識
的
・
体
系
的
に
こ
と
ば
の
意
味

や
使
い
方
を
学
ん
で
い
く
こ
と
が

必
要
で
す
。
教
科
書
で
使
わ
れ
て

い
る
語
彙
に
も
日
本
に
住
ん
で
い

る
子
ど
も
に
は
馴
染
み
深
い
が
、

ア
メ
リ
カ
で
生
ま
れ
育
っ
た
子
ど

も
に
と
っ
て
は
理
解
が
難
し
い
も

の
も
あ
る
で
し
ょ
う
。「
国
語
教
育
」

に
囚
わ
れ
ず
に
、
継
承
日
本
語
教

育
や
第
２
言
語
教
育
で
用
い
ら
れ

る
よ
う
な
学
習
法
（
語
彙
リ
ス
ト

や
単
語
テ
ス
ト
、
英
語
と
の
比
較

な
ど
）
を
取
り
入
れ
る
な
ど
、
柔

軟
に
対
応
す
る
の
も
大
切
で
す
。

▽
ヒ
ン
ト
３
＝
日
本
語
の
語
彙
に

は
漢
字
で
表
せ
る
も
の
が
多
く
あ

り
ま
す
。
補
習
校
の
語
彙
テ
ス
ト

結
果
を
見
て
も
、
語
彙
の
意
味
を

理
解
し
た
り
推
測
す
る
際
に
漢
字

そ
の
も
の
の
意
味
に
頼
る
傾
向
が

見
ら
れ
、
そ
れ
が
有
効
で
あ
る
場

合
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
の
た
め
語
彙
の
学
習
と
漢
字
の

学
習
を
並
行
し
て
行
う
の
が
よ
り

効
果
的
で
し
ょ
う
。
具
象
的
か
つ

使
用
頻
度
の
高
い
語
彙
か
ら
導
入

し
、
段
階
的
に
抽
象
的
、
文
語
的

語
彙
へ
と
進
ん
で
い
く
の
が
よ
い

で
し
ょ
う
。
ま
た
、
単
語
や
熟
語

だ
け
を
取
り
出
し
て
覚
え
さ
せ
る

こ
と
に
留
ま
ら
ず
、
新
出
語
彙
を

使
っ
て
正
し
い
文
章
を
組
み
立
て

る
こ
と
が
で
き
る
か
確
認
す
る
の

が
よ
い
で
し
ょ
う
。
こ
の
こ
と
か

ら
も
、

▽
ヒ
ン
ト
４
＝
既
存
知
識
を
駆
使

し
た
り
、
文
脈
を
読
み
取
っ
た
り

し
な
が
ら
、
新
出
語
彙
の
意
味
や

使
い
方
を
推
測
す
る
の
は
言
語
学

習
の
上
で
非
常
に
重
要
か
つ
優
れ

た
ス
ト
ラ
テ
ジ
ー
で
あ
る
と
言
え

ま
す
。
し
か
し
、
推
測
ば
か
り
で

語
彙
の
意
味
を
曖
昧
に
し
か
覚
え

て
い
な
け
れ
ば
、
適
切
な
文
脈
の

中
で
で
的
確
な
表
現
を
す
る
こ
と

が
難
し
く
な
り
ま
す
。
や
は
り
辞

書
を
使
っ
て
語
彙
の
正
し
い
意
味

や
使
い
方
を
き
ち
ん
と
調
べ
る
こ

と
が
大
切
で
す
。
特
に
抽
象
的
な

語
彙
が
増
え
、
日
本
語
の
難
易
度

が
上
が
っ
て
く
る
小
学
３
〜
４
年

生
頃
か
ら
は
、
分
か
ら
な
か
っ
た

ら
自
分
で
辞
書
を
引
く
（
オ
ン
ラ

イ
ン
辞
書
を
含
む
）
習
慣
を
身
に

つ
け
て
い
く
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

辞
書
は
子
ど
も
向
け
の
も
の
で
、

例
文
が
多
く
載
っ
て
い
る
も
の
を

使
う
と
よ
り
便
利
で
し
ょ
う
。
　

●バイリンガルのスピーチセラピー　　

に関する問い合わせ

寺子屋rh

Rieko Hatakeyama, M.S., CCC-SLP

terakoyarh@gmail.com

http://terakoyarh.wixsite.com/home

【解説】今回のshitは、やむなく取り上げました。これは卑語です。何気なく口にしているの
を時々耳にしますが、気をつけてください。日本人は発音で大恥をかくことがあるので、あ
えて紹介しました。city girl も「シティーガール」などと発音してはタイヘンです。sipは

「（飲み物の）ひと口」ということです。「（食べ物の）ひと口」はbiteを使います。

スピーチ・パソロジスト／言語療法士

（ニューヨーク、マサチューセッツ、ペンシルベニア州）

畠山利恵子相談員（M.S.,CCC-SLP）

補習校に通う子どもの

日本語語彙力について

sip

https://japaneseschool.org
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わ
た
し
は
、
モ
ン
ゴ
メ
リ
ー

に
あ
る
ビ
レ
ッ
ジ
エ
レ
メ
ン
タ

リ
ー
ス
ク
ー
ル
の
三
年
生
で

す
。
わ
た
し
の
先
生
は
、
ミ

ス
・
プ
リ
ス
キ
ン
で
す
。
ミ

ス
・
プ
リ
ス
キ
ン
は
、
と
て
も

や
さ
し
く
て
、
読
書
に
力
を
い

れ
て
い
る
先
生
で
す
。
わ
た
し

は
、
去
年
の
九
月
に
来
た
ば
っ

か
り
な
の
で
、
ク
ラ
ス
メ
ー
ト

の
読
む
本
は
ま
だ
読
め
ま
せ

ん
。
先
生
は
、
わ
た
し
の
え
い

語
の
レ
ベ
ル
に
あ
っ
た
本
を
か

し
て
く
れ
ま
す
。
わ
た
し
は
、

本
が
大
す
き
な
の
で
、
が
ん
ば

っ
て
よ
ん
で
い
ま
す
。
さ
い
き

ん
少
し
ず
つ
え
い
語
が
り
か
い

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

が
、
自
分
か
ら
話
し
か
け
る
こ

と
が
あ
ま
り
で
き
ま
せ
ん
。
だ

け
ど
、
Ｅ
Ｓ
Ｌ
で
は
、
言
葉
が

あ
ふ
れ
で
て
き
ま
す
。
Ｅ
Ｓ
Ｌ

だ
け
じ
ゃ
な
く
て
、
ク
ラ
ス
で

も
話
せ
る
よ
う
に
な
り
た
い
で

す
。
わ
た
し
の
友
だ
ち
の
バ
ー

ジ
ニ
ア
は
、
わ
た
し
を
い
つ
も

て
つ
だ
っ
て
く
れ
て
、
と
て
も

や
さ
し
い
で
す
。
リ
セ
ス
は
、

ネ
ー
ハ
ー
と
バ
ー
ジ
ニ
ア
と
お

に
ご
っ
こ
を
し
て
あ
そ
ん
で
い

ま
す
。
か
の
じ
ょ
た
ち
と
も
っ

と
話
せ
る
よ
う
に
な
り
た
い
で

す
。わ

た
し
の
す
き
な
じ
ゅ
ぎ
ょ

う
は
ア
ー
ト
で
す
。
理
由
は
、

絵
の
具
が
す
き
だ
か
ら
で
す
。

も
う
一
つ
は
、
い
ろ
い
ろ
な
色

が
し
れ
る
か
ら
で
す
。
ア
ー
ト

は
言
葉
が
ひ
つ
よ
う
な
い
の

で
、
一
番
が
ん
ば
れ
ま
す
。

わ
た
し
は
、
こ
れ
か
ら
、
三

年
生
の
お
わ
り
ま
で
、
え
い
ご

で
た
く
さ
ん
話
し
た
い
で
す
。

そ
し
て
、
学
校
を
も
っ
と
楽
し

み
た
い
で
す
。
ク
ラ
ス
メ
イ
ト

と
自
由
に
楽
し
く
話
す
こ
と
が

で
き
た
ら
、
ど
ん
な
に
楽
し
い

の
だ
ろ
う
と
想
ぞ
う
し
ま
す
。

（
滞
米
６
か
月
）

□
　
　
□
　
　
□

私
達
の
生
き
て
い
る
こ
の
世

界
は
変
わ
ら
な
い
と
い
け
な
い

と
思
い
ま
す
。
こ
の
世
界
は
、

色
ん
な
所
で
暴
力
が
存
在
し
て

い
ま
す
。
人
種
差
別
、
性
差
別
、

銃
暴
力
、
貧
困
、
戦
争
な
ど
、

人
々
が
こ
の
世
界
を
ほ
ろ
ぼ
し

て
い
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

私
達
の
世
代
は
、
平
和
な
世
界

を
作
る
た
め
に
何
を
す
る
べ
き

な
の
で
し
ょ
う
か
。

私
達
は
皆
同
じ
人
間
で
、
同

じ
よ
う
に
大
切
な
存
在
な
の

に
、
見
た
目
が
違
っ
た
り
、
違

う
文
化
で
育
っ
た
り
し
た
だ
け

で
、
差
別
さ
れ
る
事
が
あ
り
ま

す
。
ア
メ
リ
カ
で
は
、
肌
の
色

や
移
民
と
い
う
理
由
で
平
等
に

機
会
を
与
え
ら
れ
ず
、
く
や
し

く
て
つ
ら
い
思
い
を
し
て
い
る

人
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
私
は
、

去
年
学
校
で
い
じ
め
に
あ
い
ま

し
た
。
い
じ
め
で
つ
ら
い
思
い

を
し
て
い
る
の
に
、
学
校
は
何

も
し
て
く
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

逆
に
私
に
責
任
が
あ
る
か
の
よ

う
に
う
た
が
わ
れ
ま
し
た
。
な

ぜ
か
と
い
う
と
、
相
手
は
皆
お

金
持
ち
で
力
が
あ
っ
た
か
ら
で

す
。
私
は
、
学
校
に
何
が
正
し

い
か
よ
り
、
力
が
あ
る
方
の
味

方
に
な
っ
た
事
に
強
い
い
か
り

を
感
じ
ま
し
た
。

私
は
学
校
で
女
性
が
男
性
と

同
じ
く
ら
い
か
、
そ
れ
以
上
の

仕
事
を
し
て
も
、
男
性
の
方
が

二
倍
も
お
金
を
も
ら
っ
て
い
る

と
習
い
ま
し
た
。
そ
れ
は
平
等

で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し

て
、
学
校
で
も
仕
事
で
も
女
性

が
軽
く
見
ら
れ
て
い
る
と
学
び

ま
し
た
。
ア
フ
リ
カ
の
国
で
は
、

女
の
子
が
毎
日
遠
く
ま
で
水
を

く
み
に
行
か
な
い
と
い
け
な
い

の
で
、
学
校
へ
行
く
こ
と
さ
え

で
き
ま
せ
ん
。
女
性
の
教
育
は

ど
う
で
も
い
い
と
思
わ
れ
て
い

ま
す
。
私
は
、
そ
れ
は
間
違
っ

て
い
る
と
思
い
ま
す
。
私
は
だ

れ
で
も
み
ん
な
教
育
を
受
け
る

権
利
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
女

性
が
教
育
を
受
け
れ
ば
、
も
っ

と
社
会
で
色
々
な
事
が
出
来
る

と
思
い
ま
す
。

今
、
ア
メ
リ
カ
で
は
罪
の
な

い
人
が
た
く
さ
ん
銃
で
殺
さ
れ

て
い
ま
す
。
ス
ク
ー
ル
シ
ュ
ー

テ
ィ
ン
グ
で
た
く
さ
ん
の
子
供

や
先
生
が
亡
く
な
り
ま
し
た
。

そ
れ
は
、
ア
メ
リ
カ
で
は
だ
れ

で
も
銃
を
手
に
入
れ
ら
れ
る
か

ら
で
す
。
私
は
、
も
っ
と
法
律

を
き
び
し
く
し
て
、
人
々
が
安

心
し
て
、
安
全
に
生
活
で
き
る

よ
う
に
し
な
い
と
い
け
な
い
と

思
い
ま
す
。

こ
の
世
界
で
は
、
色
ん
な
所

で
暴
力
が
起
き
て
い
ま
す
。
私

達
は
、
こ
れ
を
止
め
な
け
れ
ば

い
け
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
は
、

一
人
一
人
が
何
が
出
来
る
の
か

考
え
て
、
行
動
す
る
必
要
が
あ

る
と
思
い
ま
す
。

あ
な
た
は
世
界
を
平
和
に
変

え
る
た
め
に
何
を
し
ま
す
か
。

（
米
国
生
ま
れ
）

「
よ
く
や
っ
た
！

何
食
べ
た

い
の
？
」
こ
れ
は
、
ぼ
く
が
サ

ッ
カ
ー
の
し
合
で
勝
っ
た
時
に

お
父
さ
ん
が
い
つ
も
言
っ
て
く

れ
る
ほ
め
言
葉
だ
。
こ
れ
を
聞

く
と
、
「
よ
っ
し
ゃ
ー
」
と
い

う
気
持
ち
に
な
る
。
そ
し
て
お

い
し
い
お
す
し
を
食
べ
に
行
っ

た
り
す
る
の
だ
。

ぼ
く
は
五
才
か
ら
サ
ッ
カ
ー

を
は
じ
め
た
。
今
は
ポ
ー
ト
ワ

シ
ン
ト
ン
の
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
に

入
っ
て
い
る
。
週
に
二
回
近
く

の
学
校
や
、
フ
ィ
ー
ル
ド
で
練

習
し
て
い
る
。
チ
ー
ム
は
だ
い

た
い
十
五
人
か
ら
二
十
人
で
、

日
本
人
は
ぼ
く
を
合
わ
せ
て
二

人
だ
。
練
習
は
一
時
間
で
ウ
ォ

ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
で
リ
フ
テ
ィ

ン
グ
と
、
ド
リ
ブ
ル
を
す
る
。

ゲ
ー
ム
形
式
で
二
チ
ー
ム
に
わ

か
れ
て
か
ら
三
チ
ー
ム
に
わ
か

れ
て
じ
ゅ
ん
番
に
対
戦
を
す

る
。
そ
れ
に
、
い
つ
も
日
曜
日

に
お
父
さ
ん
と
、
練
習
を
し
て

い
る
。
ポ
ジ
シ
ョ
ン
は
左
バ
ッ

ク
を
し
て
い
る
。

ぼ
く
の
好
き
な
せ
ん
手
は
レ

ロ
イ
サ
ネ
で
す
。
ド
イ
ツ
人
で

左
き
き
で
ア
フ
ロ
が
か
っ
こ
い

い
か
ら
好
き
だ
。

し
ょ
う
来
は
左
バ
ッ
ク
と
、

右
セ
ン
タ
ー
を
し
て
み
た
い
。

ど
う
し
て
か
と
い
う
と
、
と
く

い
だ
か
ら
だ
。
そ
の
た
め
に
は
、

お
父
さ
ん
と
、
と
っ
く
ん
を
か

さ
ね
る
こ
と
が
大
事
だ
。

サ
ッ
カ
ー
で
学
ん
だ
こ
と
は

チ
ー
ム
メ
イ
ト
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
イ
シ
ョ
ン
と
ボ
ー
ル
の
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
の
し
方
で
あ
る
。
こ

れ
か
ら
も
サ
ッ
カ
ー
を
続
け
た

い
と
思
う
。

（
滞
米
９
年
）

□
　
　
□
　
　
□

「
世
界
は
変
わ
ら
な
い
と
い
け
な
い
」

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
語
補
習
授
業
校
小
６

山
際
　
歌
音

「犬」
ペンシルベニア州ピッツバーグ日本語補習授業校小３

ディアス　れいじ

「
サ
ッ
カ
ー
プ
ロ
に
な
る
た
め
の
カ
ギ
」

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園
Ｐ
Ｗ
校
ア
フ
タ
ー
ス
ク
ー
ル
小
４高

梨
　
航
成

週刊NY生活　作文のページ「ことばの泉」応募規定
●年間賞＝「最優秀」「一席」「二席」「三席」「佳作」の各賞に賞品を贈ります。「最優秀」１人には

全日空の日米往復航空券（１枚）を進呈いたします。●小、中、高生＝テーマは自由です。アメリ

カ生活で感じたこと、思ったことを書いて送ってください（随時募集）。ただし、未発表の作品に限

ります。●文字数＝1000字（400字詰め原稿用紙なら２枚半）を目安に最長2000字まで。●写真を

必ず添えて、住所、氏名、電話番号、滞米期間、学校名、保護者名、Eメールアドレスを明記のこと。

主催:ニューヨーク生活プレス社　後援:全日本空輸株式会社

これまで作文掲載者には掲載紙を１部郵送していましたが、2018年10月より郵送を中止させて頂き

ます。本紙デジタル版よりPDFをダウンロードして頂くようお願い致します。学校単位で応募、掲載

された方は学校に郵送された掲載紙を学校担当者よりお受け取り下さい。別途、掲載紙をご希望の方

は郵送料負担にて個別郵送致しますので編集部までご連絡下さい。

●郵送先：NEW YORK SEIKATSU PRESS, INC. Attn : Sakubun
71 West 47th Street #307, New York, NY 10036

わ
た
し
は
一
年
生
の
と
き
か

ら
ア
イ
ス
ス
ケ
ー
ト
を
し
て
い

ま
す
。
は
じ
め
は
あ
ま
り
上
手

で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ

ろ
ん
で
大
き
な
あ
ざ
が
で
き
た

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

で
も
、
い
ま
は
じ
ょ
う
ず
に

な
り
ま
し
た
。

と
き
ど
き
、
大
か
い
に
も
出

て
い
ま
す
。
一
ば
ん
に
な
っ
た

こ
と
が
五
回
あ
り
ま
す
。
大
か

い
は
、
す
べ
る
ま
え
は
ド
キ
ド

キ
す
る
け
ど
、
す
べ
り
出
し
た

ら
気
も
ち
が
お
ち
つ
き
ま
す
。

き
れ
い
な
い
し
ょ
う
で
す
べ
る

の
が
う
れ
し
い
で
す
。

わ
た
し
の
目
ひ
ょ
う
は
ア
ク

セ
ル
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ

と
で
す
。
ハ
ー
フ
は
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
い
っ
し
ょ

う
け
ん
め
い
に
れ
ん
し
ゅ
う
し

て
大
す
き
な
し
ぶ
た
に
き
ょ
う

だ
い
の
よ
う
に
な
り
た
い
で
す
。

お
と
う
と
が
ア
イ
ス
ス
ケ
ー
ト

を
や
め
て
、
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー

に
か
え
た
の
が
と
て
も
ざ
ん
ね

ん
で
す
。

（
滞
米
10
年
）

□
　
　
□
　
　
□

（記載学年は応募時のものです）

■児童生徒作文のページ■

「スケート」
フィラデルフィア日本語補習授業校小５

ハーリング　マーガレット

「
あ
し
た
の
わ
た
し
」

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
プ
リ
ン
ス
ト
ン
日
本
人
学
校
小
３

小
野
　
杏
璃

冬
休
み
前
に
ぼ
く
た
ち
の
ほ

し
い
犬
の
子
犬
が
生
ま
れ
ま
し

た
。
ぼ
く
た
ち
は
毎
週
子
犬
を

見
に
行
き
ま
し
た
。
メ
ス
が
五

ひ
き
で
オ
ス
が
二
ひ
き
で
す
。

ぼ
く
た
ち
は
そ
の
中
か
ら
一
ぴ

き
え
ら
び
ま
す
。
ぼ
く
は
、
や

さ
し
く
て
元
気
な
犬
が
い
い
で

す
。
生
ま
れ
た
ば
か
り
の
犬
は

か
た
手
に
乗
る
ぐ
ら
い
の
大
き

さ
で
し
た
。
目
も
あ
け
ず
ず
っ

と
ね
て
い
ま
す
。
で
も
大
き
く

な
る
ス
ピ
ー
ド
が
早
く
、
一
か

月
で
歩
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。二

月
の
は
じ
め
に
家
に
来
ま

す
。
と
っ
て
も
た
の
し
み
で
す
。

（
滞
米
９
年
３
か
月
）

http://www.fly-ana.com/
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https://davidbouley.com/bouley-events/?be/
http://www.easeny.com/
http://myriverside.net/home
http://www.ojfd.com
https://www.parkavesinusallergy.com


   

 

 

 










 

https://america-keitai.com/
https://www.godzillamovie.com/


   



 
  


 







 
 
 
 



  





 



 

http://jweeklyusa.com
http://op-ed.jp
https://www.youtube.com/watch?v=OMOGaugKpzs
https://www.nyseikatsu.com/nytv/06/2019/25564/


   

http://www.sakuraradio.com



